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隣
松
寺
蔵
『
久
祥
院
殿
写
経
』（
仮
名
書
き
法
華
経
）
を
め
ぐ
る
一
考
察

 　
　
　
　
　

│
付【
翻
刻
】
隣
松
寺
蔵
『
久
祥
院
殿
写
経
』
第
一
冊
（
序
品
第
一
・
方
便
品
第
二
）│

渡　
　

辺　
　

麻 

里 

子

　
　

一
、
は
じ
め
に

　

青
森
県
の
津
軽
地
域
に
は
古
く
か
ら
仏
教
が
盛
行
し
、
豊
か
な
仏
教
文
化

が
展
開
し
た
。
そ
こ
で
現
在
も
、
数
多
く
の
仏
教
美
術
の
名
品
が
伝
え
ら
れ

て
い
る
。
本
稿
で
は
、
弘
前
市
立
博
物
館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
青
森
県
重
要

文
化
財
『
久
祥
院
殿
写
経
』（
隣
松
寺
蔵
）
に
注
目
し
、
そ
の
特
徴
や
意
義
に

つ
い
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
『
法
華
経
』
は
、
日
本
文
化
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。『
法
華
経
』

の
享
受
を
考
え
る
上
で
、
仮
名
書
き
法
華
経
は
重
要
な
資
料
で
あ
る
。
そ
の

た
め
仏
教
学
や
国
語
学
の
見
地
か
ら
、
多
く
の
研
究
が
な
さ
れ
て
き
た⑴
。

　
『
久
祥
院
殿
写
経
』
は
、『
法
華
経
』
二
十
八
品
を
音
読
み
の
仮
名
書
き
で

書
写
し
た
全
八
冊
の
折
本
で
あ
る
。
書
名
の
「
久
祥
院
」
は
、
弘
前
藩
三
代

藩
主
信
義
の
室
で
あ
り
、
四
代
藩
主
信
政
の
母
で
あ
る
人
の
名
で
、
本
書
は
久

祥
院
が
隣
松
寺
（
青
森
県
弘
前
市
）
に
書
写
奉
納
し
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て

い
る⑵
。『
法
華
経
』
写
経
の
現
存
例
は
数
多
く
あ
り
、
ま
た
仮
名
書
き
の
も

の
も
知
ら
れ
て
い
る
が
、
音
読
み
に
よ
る
仮
名
書
き
写
経
は
例
が
少
な
く
貴

重
で
あ
る
。
ま
た
久
祥
院
の
直
筆
と
す
れ
ば
、
女
性
の
手
に
よ
る
筆
写
本
と

し
て
も
注
目
さ
れ
る
。

　

一
、
は
じ
め
に

　

二
、『
久
祥
院
殿
写
経
』
概
要

　
　
（
１
）
書
誌

　
　
（
２
）
本
文
の
特
徴

　

三
、『
久
祥
院
殿
写
経
』
と
仮
名
書
き
法
華
経
の
分
類

　

四
、
久
祥
院
に
つ
い
て

　

五
、
久
祥
院
を
め
ぐ
る
人
々
―
津
軽
信
義
と
そ
の
妻
た
ち
―

　

六
、『
久
祥
院
殿
写
経
』
の
書
写
奉
納

　

七
、
お
わ
り
に

【
論　

文
】
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『
久
祥
院
殿
写
経
』
は
、
青
森
県
の
「
重
宝
」
と
し
て
昭
和
三
十
年
に
指
定

さ
れ
、
青
森
県
内
で
は
著
名
な
も
の
で
あ
る
が
、
管
見
の
限
り
、『
法
華
経
』

写
経
や
仮
名
書
き
法
華
経
等
の
研
究
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
は
な
い
よ
う

で
あ
る
。

　

ま
ず
隣
松
寺
蔵
『
久
祥
院
殿
写
経
』
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
に

紹
介
さ
れ
て
き
た
か
、
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　
『
青
森
県
の
文
化
財
』⑶
の
「
久
祥
院
殿
写
経
」
の
項
に
は
、「
県
重
宝
／
所
有

者　

隣
松
寺
〈
江
戸
時
代
中
期
〉
昭
和
三
〇
年
一
月
七
日
、
指
定
」
と
し
て
、

以
下
の
よ
う
に
解
説
す
る
。

　

久
祥
院
は
津
軽
三
代
藩
主
信
義
の
側
室
、
才
色
兼
備
の
女
性
と
た
た

え
ら
れ
、
元
禄
五
年（
一
六
九
二
）四
月
四
日
、
六
十
三
歳
で
没
し
た
。

四
代
藩
主
信
政
の
生
母
で
幼
名
と
く
、
の
ち
予よ

曽そ

、
通
称
久
祥
院
、
と

く
に
菊
花
を
愛
し
た
の
で
菊
御
前
と
い
わ
れ
た
。
酒
に
乱
れ
る
夫
信
義

を
い
さ
め
、
名
君
と
い
わ
れ
る
信
政
を
育
て
、
武
芸
の
心
得
も
あ
り
、
和

歌
に
長
じ
、
琴
、
活
花
、
茶
の
湯
な
ど
に
す
ぐ
れ
て
、
書
を
よ
く
し
た
。

　

こ
の
写
経
は
、
妙
法
蓮
華
経
八
巻
を
鳥と

り

の
子こ

紙
（
和
紙
の
上
質
紙
、

鳥
の
子
色
の
紙
の
意
、
淡あ

わ

黄ぎ

色
）
に
浄
書
し
た
も
の
で
、
折
本
八
冊
、

か
な
書
き
で
あ
る
と
こ
ろ
に
そ
の
特
徴
が
み
ら
れ
る
。
書
跡
は
筆
跡
そ

の
も
の
も
見
事
で
あ
る
が
、
作
者
の
優
れ
た
風
格
に
接
す
る
こ
と
が
出

来
る
の
で
価
値
が
高
い
。

　

久
祥
院
は
生
前
仏
道
に
深
く
帰
依
し
て
い
た
。
写
経
は
延
宝
六
年

（
一
六
七
八
）
四
月
八
日
隣
松
寺
へ
奉
納
さ
れ
た
。
隣
松
寺
は
久
祥
院

の
生
家
多
田
家
の
菩
提
寺
で
、
久
祥
院
の
墓
所
も
あ
る
。
多
田
家
の
先

祖
は
三
ッ
目
内
の
多
田
玄げ

ん

蕃ば

で
あ
る
。

　

元
禄
年
間
、
藩
主
信
政
が
寄
進
し
た
「
久
祥
院
殿
位
牌
堂

⑷」は
県
重

宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　

奉
納
し
た
久
祥
院
や
、
原
本
の
装
丁
な
ど
に
つ
い
て
の
解
説
に
加
え
、

「
か
な
書
き
で
あ
る
と
こ
ろ
に
そ
の
特
徴
が
み
ら
れ
る
」と
指
摘
し
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
特
に
こ
の「
仮
名
書
き
」に
注
目
し
て
考
察
す
る
。
な
お
稿
末

に『
久
祥
院
殿
写
経
』全
八
冊
の
う
ち
、
第
一
冊
の
翻
刻
を
付
し
た
の
で
ご

参
照
い
た
だ
き
た
い⑸
。

　
　

二
、『
久
祥
院
殿
写
経
』
概
要　

（
１
）
書
誌

　

隣
松
寺
蔵『
久
祥
院
殿
写
経
』は
、
現
在
、
弘
前
市
立
博
物
館
に
寄
託
さ

れ
、
常
設
展
示
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
一
九
日
と
、
二
〇
一
五

年
六
月
二
六
日
の
二
回
、
弘
前
市
立
博
物
館
に
お
い
て
調
査
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。
最
初
に
、
書
誌
情
報
を
説
明
す
る
。

　
『
久
祥
院
殿
写
経
』
は
、
黒
漆
に
金
泥
で
蓮
華
等
花
絵
柄
の
蒔
絵
が
施
さ

れ
た
木
製
の
箱
に
収
め
ら
れ
て
い
る
（
稿
末
・
写
真
３
参
照
）。
箱
の
上
部

に
は
金
具
の
取
っ
手
が
付
さ
れ
て
い
る
。
全
体
に
美
し
い
豪
華
な
し
つ
ら
い

で
あ
る
。
箱
の
寸
法
は
、
縦
二
〇
・
五
×
横
一
四
・
五
、
奥
行
が
一
八
・
〇

糎
で
あ
る
。
左
右
に
四
帖
ず
つ
を
納
め
、
引
き
出
す
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

箱
書
な
ど
は
一
切
な
い
。

　
『
法
華
経
』は
、全
八
冊
。
折
帖
の
冊
子
で
あ
る（
写
真
１
・
2
）。
寸
法
は
、

縦
一
六
・
五
×
横
六
・
一
糎
の
小
冊
で
あ
る
。
表
紙
は
布
地
で
、
薄
香
色
地

に
金
糸
の
花
絵
柄
が
織
ら
れ
て
い
る
。
題
箋
は
、
金
色
押
格
子
網
目
の
料
紙
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で
、
縦
一
〇
・
七
×
横
一
・
八
糎
に
墨
書
で
外
題
が「
妙
法
蓮
華
経
第
一（
〜
八
）」

と
墨
書
さ
れ
る
（
写
真
１
）。

　

紙
数
は
、
第
一
冊
（
以
下
①
と
表
記
す
る
）
九
、
②
一
〇
、
③
一
一
、
④

一
〇
、
⑤
九
、
⑥
九
、
⑦
九
、
⑧
七
紙
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
長
さ
は
、
稿
末
の

付
表
に
ま
と
め
た
。
丁
数
は
、
①
六
三
、
②
六
八
、
③
六
七
、
④
五
八
、
⑤

六
二
、
⑥
六
二
、
⑦
五
三
、
⑧
四
五
折
と
な
っ
て
い
る
。
料
紙
は
鳥
の
子
紙

の
打
紙
で
、
雲
英
入
り
で
あ
る
。
本
の
天
地
（
上
下
）
は
、
各
冊
共
に
金
色

に
装
飾
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
豪
華
で
美
し
い
装
訂
で
あ
る
。

　

一
面
行
数
は
六
行
で
、界
線
が
あ
る
。
界
線
は
銀
泥
で
、天
界
が
一
・
七
、

界
高
が
一
二
・
九
、
地
界
が
一
・
七
、
界
幅
が
一
・
〇
糎
で
あ
る⑹
。

　

書
入
は
、
注
記
な
ど
は
無
く
、
句
点
（
朱
）、
見
出
点
（
朱
）
が
あ
る
。
偈

頌
（
韻
文
）
の
部
分
は
、
句
ご
と
に
一
字
を
あ
け
て
句
を
区
切
り
、
散
文
の

部
分
は
朱
で
句
点
「
。」
を
入
れ
る
。
ま
た
文
章
と
偈
の
区
切
り
に
は
、
朱
の

見
出
点
（
○
と
、
三
点
）
が
文
の
冒
頭
に
記
さ
れ
る
。

　

そ
の
他
、
書
き
損
じ
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
修
正
・
訂
正
が
随
所
に
あ
る
。

墨
書
を
削
り
白
く
塗
っ
た
上
に
墨
で
新
た
に
書
き
直
し
て
い
る
。
例
え
ば
、

第
一
冊
五
三
丁
裏
第
一
行
め
「
し
や
く
ど
じ
や
う
め
つ
」
の
「
め
」
の
字
は
、

も
と
の
字
を
削
っ
て
書
き
直
し
て
い
る
。

　

内
題
は
、各
冊
、以
下
の
通
り
と
な
っ
て
い
る
。
第
二
冊
か
ら
第
八
冊
は
、

内
題
下
に
、
冊
数
が
記
さ
れ
る
。

　
　

①
妙
法
蓮
華
経
じ
よ
ほ
ん
だ
い
一

　
　

②
妙
法
蓮
華
経
ひ
ゆ
ほ
ん
だ
い
三　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二

　
　

③
妙
法
蓮
華
経
や
く
さ
う
ゆ
ほ
ん
だ
い
五　
　
　
　
　
　
　

三

　
　

④
妙
法
蓮
華
経
五
百
で
し
じ
ゆ
き
ほ
ん
だ
い
八　
　
　
　
　

四

　
　

⑤
妙
法
蓮
華
経
だ
い
ば
だ
つ
た
ほ
ん
だ
い
十
二　
　
　
　
　

五

　
　

⑥
妙
法
蓮
華
経
に
よ
ら
い
じ
ゆ
り
や
う
ほ
ん
だ
い
十
六　
　

六

　
　

⑦
妙
法
蓮
華
経
じ
や
う
ふ
き
や
う
ぼ
さ
つ
ほ
ん
だ
い
二
十　

七

　
　

⑧
妙
法
蓮
華
経
く
は
ん
ぜ
を
ん
ぼ
さ
つ
ふ
も
ん
ぼ
ん
だ
い
廿
五　

八

　

ま
た
尾
題
が
冊
ご
と
に
あ
り
（
巻
末
（
品
末
）
に
は
な
し
）、「
妙
法
蓮
華

経
巻
第
一
（
〜
八
）
終
」
と
記
さ
れ
る
。
な
お
、
外
題
・
内
題
・
尾
題
に
「
妙

法
蓮
華
経
」
と
は
あ
る
が
、『
久
祥
院
殿
写
経
』
の
名
称
は
、
本
や
箱
に
、
記

さ
れ
て
は
い
な
い
。

　

奥
書
は
ど
の
冊
に
も
な
く
、
書
写
年
代
・
筆
写
者
に
つ
い
て
、
原
本
か
ら

は
確
認
で
き
な
い
。

【
付
表
】『
久
祥
院
殿
写
経
』
の
寸
法　
　
（
単
位　
㎝
）

紙
数

第
１
紙

第
２
紙

第
３
紙

第
４
紙

第
５
紙

第
６
紙

第
７
紙

第
８
紙

第
９
紙

第
10
紙

第
11
紙

計

第
一
冊

85
・
3

91
・
0

90
・
7

90
・
8

90
・
9

90
・
9

90
・
8

90
・
8

34
・
5

755
・
7

第
二
冊

44
・
4

91
・
0

91
・
0

91
・
0

90
・
6

79
・
4

82
・
8

77
・
8

90
・
9

77
・
5

816
・
4

第
三
冊

83
・
8

91
・
1

91
・
2

91
・
2

79
・
2

91
・
1

90
・
9

91
・
2

8
・
1

83
・
1

4
・
1

805
・
0

第
四
冊

75
・
2

91
・
2

43
・
9

23
・
2

91
・
0

91
・
2

91
・
0

87
・
9

89
・
7

12
・
4

696
・
7

第
五
冊

84
・
1

91
・
2

91
・
1

91
・
0

91
・
0

91
・
0

90
・
8

91
・
0

22
・
6

743
・
8

第
六
冊

89
・
3

85
・
0

85
・
1

91
・
0

90
・
9

91
・
2

91
・
2

91
・
1

30
・
1

744
・
9

第
七
冊

49
・
1

91
・
6

89
・
0

90
・
9

91
・
0

87
・
7

70
・
8

62
・
4

3
・
6

636
・
1

第
八
冊

63
・
4

91
・
1

91
・
1

91
・
0

90
・
9

90
・
7

22
・
2

540
・
4
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（
２
）
本
文
の
特
徴

　
『
久
祥
院
殿
写
経
』
の
本
文
を
具
体
的
に
確
認
し
て
み
た
い
。
以
下
に
、

第
一
冊
の
冒
頭
を
載
せ
る
（
写
真
２
）。

妙
法
蓮
華
経
じ
よ
ほ
ん
だ
い
一　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
よ
ぜ
が
も
ん
。
一
じ
ぶ
つ
ぢ
う
。
わ
う
し
や
じ
や
う
。
ぎ　
　

し
や
く
つ
せ
ん
ぢ
う
。
よ
だ
い
び
く
し
ゆ
。
ま
ん
二
せ
ん
に
ん　

く
。
か
い
ぜ
あ
ら
か
ん
。
し
よ
ろ
い
じ
ん
。
む
ぶ
ぼ
ん
な
う
。　

た
い
と
く
こ
り
。
じ
ん
し
よ
う
け
つ
。
し
ん
と
く
じ
ざ
い
。　
　

ご
み
や
う
わ
つ
。
あ
に
や
け
う
ぢ
ん
に
よ
。
ま
か
か
せ
う
。 

』（
１
オ
）

う
る
び
ん
ら
か
せ
う
。
が
や
か
せ
う
。
な
だ
い
か
せ
う
。
し
や

り
ほ
つ
。
だ
い
も
く
け
ん
れ
ん
。
ま
か
か
せ
ん
ゑ
ん
。
あ
ぬ
る
だ
。

こ
う
ひ
ん
な
。
け
う
ぼ
ん
は
だ
い
。
り
は
だ
。
ひ
つ
り
や
う
か
ば

し
や
。
は
く
ら
。
ま
か
く
ち
ら
。
な
ん
だ
。
そ
ん
だ
ら
な
ん
だ
。

ふ
る
な
。
み
た
ら
に
し
。
し
ゆ
ぼ
だ
い
。
あ
な
ん
。
ら
ご
ら
。
に
よ

ぜ
し
ゆ
。
し
よ
ち
し
き
。
だ
い
あ
ら
か
ん
と
う
。
ぶ
う
か
く 
』（
１
ウ
）

む
が
く
。
二
せ
ん
に
ん
。
ま
か
は
じ
や
は
だ
い
び
く
に
。
よ
け
ん

ぞ
く
六
せ
ん
に
ん
く
。
ら
ご
ら
も
。
や
し
ゆ
た
ら
び
く
に
。

や
く
よ
け
ん
ぞ
く
く
。
ぼ
さ
つ
ま
か
さ
つ
。
八
ま
ん
に
ん
。
か
い
お

あ
の
く
た
ら
。
三
み
や
く
さ
ん
ぼ
だ
い
。
ふ
た
い
て
ん
。（
以
下
略
）

　

右
の
本
文
は
、
第
一
冊
冒
頭
の
一
丁
と
数
行
の
翻
刻
で
あ
る
。
経
名
の
五

文
字「
妙
法
蓮
華
経
」を
漢
字
で
記
し
た
後
、
連
綿
の
平
仮
名
で
記
さ
れ
る
。

「
一
じ
（
一
時
）」「
二
せ
ん
に
ん
く
（
二
千
人
倶
）」「
三
み
や
く
（
三
藐
）」
の

よ
う
に
、
数
字
の
み
を
漢
字
で
表
記
し
、
あ
と
の
文
字
を
音
読
み
し
て
平
仮

名
で
表
記
し
て
い
る
。
数
字
の
表
記
は
、右
の
箇
所
に
は
な
い
が
、「
一
〜
十
」

の
他
、「
百
千
け
ん
ぞ
く
く
（
百
千
眷
属
倶
）」
な
ど
、「
百
」「
千
」
も
漢
字

表
記
さ
れ
る
。

　

し
か
し
漢
数
字
の
箇
所
の
全
て
を
漢
字
で
表
記
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

も
な
い
。
傍
線
部「
三
み
や
く
さ
ん
ぼ
だ
い（
三
藐
三
菩
提
）」の
例
で
は
、「
三

み
や
く
（
三
藐
）」
は
漢
数
字
を
使
用
す
る
が
、「
さ
ん
ぼ
だ
い
（
三
菩
提
）」

は「
三
」を
平
仮
名
表
記
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
漢
数
字
表
記
の
違
い
は
、

全
体
を
見
る
限
り
、特
段
の
区
別
を
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　

読
み
方
の
例
を
い
く
つ
か
示
し
て
お
く
と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
「
耆
闍
崛
山
中
」
↓
「
ぎ
し
や
く
つ
せ
ん
ぢ
う
」

　
　
「
其
名
曰
」
↓
「
ご
み
や
う
わ
つ
」

　
　
「
羅

羅
母
」
↓
「
ら
ご
ら
も
」

　
　
「
楽
説
弁
才
」
↓
「
げ
う
ぜ
つ
べ
ん
ざ
い
」

　
　
「
善
入
仏
慧
」
↓
「
ぜ
ん
に
う
ぶ
つ
ゑ
」

　
　
「
宝
月
菩
薩
」
↓
「
ほ
う
ぐ
は
つ
ぼ
さ
つ
」

　
　
「
月
光
菩
薩
」
↓
「
ぐ
は
つ
く
は
う
ぼ
さ
つ
」

　
　
「
満
月
菩
薩
」
↓
「
ま
ん
ぐ
は
つ
ぼ
さ
つ
。」

　

な
お
、
当
該
箇
所
の
『
法
華
経
』
本
文
と
そ
の
訓
読
文
は
、
以
下
の
通
り

で
あ
る
。

妙
法
蓮
華
経
序
品
第
一　
　
　
　
　
　
　
　
　

如
是
我
聞
。
一
時
仏
住
。
王
舎
城
。
耆
闍
崛
山
中
。
与
大
比
丘
衆
。
万

二
千
人
倶
。
皆
是
阿
羅
漢
。
諸
漏
已
尽
。
無
復
煩
悩
。
逮
得
己
利
。
尽

諸
有
結
。
心
得
自
在
。
其
名
曰
。
阿
若
憍
陳
如
。
摩
訶
迦
葉
。
優
楼
頻
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螺
迦
葉
。
伽
耶
迦
葉
。
那
提
迦
葉
。
舎
利
弗
。
大
目
揵
連
。
摩
訶
迦
旃

延
。
阿
菟
楼
駄
。
却
賓
那
。
憍
梵
波
提
。
離
婆
多
。
畢
陵
伽
婆
蹉
。
薄

拘
羅
。
摩
訶
拘
絺
羅
。
難
陀
。
孫
陀
羅
難
陀
。
富
楼
那
弥
多
羅
尼
子
。

須
菩
提
。
阿
難
。
羅

羅
。
如
是
衆
所
知
識
。
大
阿
羅
漢
等
。
復
有
学

無
学
二
千
人
。
摩
訶
波
闍
破
提
比
丘
尼
。
与
眷
属
六
千
人
倶
。
羅

羅

母
。
耶
輸
陀
羅
尼
比
丘
尼
。
亦
与
眷
属
倶
。
菩
薩
摩
訶
薩
八
万
人
。
皆

於
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
。
不
退
転
。⑺　

是
の
如
く
我
れ
聞
け
り
。
一
時
、
仏
、
王
舎
城
、
耆
闍
崛
山
の
中
に
住い

ま

し
た
も
う
。
大
比
丘
衆
万
二
千
人
と
倶
な
り
。
皆
な
是
れ
阿
羅
漢
な
り
。

諸
漏
已
に
尽
く
し
て
、
復ま

た
煩
悩
無
く
、
己
利
を
逮
得
し
、
諸
も
ろ
の

有
結
を
尽
く
し
て
、心
に
自
在
を
得
た
り
。
其
の
名
を
、阿
若
憍
陳
如
・

摩
訶
迦
葉
・
優
楼
頻
螺
迦
葉
・
伽
耶
迦
葉
・
那
提
迦
葉
・
舎
利
弗
・
大

目
揵
連
・
摩
訶
迦
旃
延
・
阿
菟
楼
駄
・
却
賓
那
・
梵
波
提
・
離
婆
多
・

畢
陵
伽
婆
蹉
・
薄
拘
羅
・
摩
訶
拘
絺
羅
・
難
陀
・
孫
陀
羅
難
陀
・
富
楼

那
弥
多
羅
尼
子
・
須
菩
提
・
阿
難
・
羅

羅
と
曰
う
。
是
く
の
如
き
衆

に
知
識
せ
ら
れ
た
る
大
阿
羅
漢
等
な
り
。
復
た
学
、
無
学
の
二
千
人
有

り
。
摩
訶
波
闍
破
提
比
丘
尼
、眷
属
六
千
人
と
倶
な
り
。
羅

羅
の
母
、

耶
輸
陀
羅
尼
比
丘
尼
、
亦
た
眷
属
と
倶
な
り
。
菩
薩
摩
訶
薩
八
万
人
あ

り
。
皆
な
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
に
於
い
て
、
退
転
せ
ず
。⑻　

　

漢
訳
の
『
法
華
経
』
に
つ
い
て
、
音
読
み
表
記
し
て
い
る
こ
と
が
確
か
め

ら
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、『
法
華
経
』
の
読
み
方
に
つ
い
て
、
冒
頭
の
「
如
是
我
聞
」
を

音
読
み
す
れ
ば
「
ニ
ョ
ゼ
ガ
モ
ン
」、
訓
読
み
す
れ
ば
「
是
の
如
く
我
れ
聞
け

り
（
か
く
の
ご
と
く
わ
れ
き
け
り
）」
と
な
る
。
訓
読
み
（
＝
訓
読
）
の
仕
方

に
は
種
々
あ
る
こ
と
が
問
題
と
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
知
ら
れ

る
仮
名
書
き
法
華
経
か
ら
、
そ
の
例
を
あ
げ
て
み
よ
う
。

　

ま
ず
、
足
利
本
『
仮
名
書
き
法
華
経
』
で
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

妙
法
蓮
華
経
序
品
第
一

か
く
の
こ
と
き
こ
と
を
、
わ
れ
、
き
ゝ
た
ま
ゑ
り
き
。
ひ
と
ゝ
き
、
ほ

と
け
、
王
舎
城
耆
闍
崛
山
の
な
か
に
住
し
た
ま
ゑ
り
き
。
大
比
丘
衆
万

二
千
人
と
と
も
な
り
き
。
み
な
、
こ
れ
あ
ら
か
ん
な
り
。
ろ
す
て
に
つ

く
し
て
、
ま
た
ほ
ん
な
う
な
し
。
こ
り
を
た
い
と
く
せ
り
。
諸
有
の
け

つ
を
つ
く
し
て
、
心
、
し
さ
ひ
を
ゑ
た
り
。
そ
の
な
を
は
、
あ
に
や
け

う
ち
ん
に
よ
・
ま
か
か
せ
う
・
う
る
ひ
ん
ら
か
せ
う
・
か
や
か
せ
う
・

な
た
い
か
せ
う
・
舎
利
弗
・
大
も
く
け
む
れ
ん
・
ま
か
か
せ
ん
ゑ
ん
・

あ
ぬ
る
た
・
こ
う
ひ
ん
な
・
け
う
ほ
ん
は
た
い
・
り
は
た
・
ひ
つ
り
よ

う
か
は
し
ゃ
・
は
く
ら
・
ま
か
く
ち
ら
・
な
ん
た
・
そ
む
た
ら
な
ん

た
・
ふ
る
な
・
や
く
王
菩
薩
（
以
下
略
）⑼　

　

冒
頭
の
「
如
是
我
聞
」
は
「
か
く
の
こ
と
き
こ
と
を
、
わ
れ
、
き
ゝ
た
ま

ゑ
り
き
。」と
読
み
、「
皆
是
阿
羅
漢
。」は「
み
な
、
こ
れ
あ
ら
か
ん
な
り
。」、

「
心
得
自
在
」
は
、「
心
、
し
さ
ひ
を
ゑ
た
り
。」
と
読
ん
で
い
る
。

　

次
に
、
西
来
寺
本
『
仮
名
書
き
法
華
経
』
で
あ
る
。

妙
法
蓮
華
経
序
品
第
一

か
く
の
ご
と
き
こ
と
を
、
わ
れ
、
き
ゝ
た
ま
へ
り
き
。
ひ
と
ゝ
き
、
ほ

と
け
、
王
舎
城
・
耆
闍
崛
山
の
な
か
に
住
し
た
ま
へ
り
き
。
大
比
丘
衆
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万
二
千
人
と
ゝ
も
な
り
。
み
な
こ
れ
阿
羅
漢
な
り
。
諸
漏
す
で
に
つ
く

し
て
ま
た
煩
悩
な
し
。
己
利
を
逮
得
せ
り
。
諸
有
の
結
を
つ
く
し
て
、

こ
ゝ
ろ
、
自
在
を
ゑ
た
り
。
そ
の
な
を
ば
、
阿
若
阿
若
憍
陳
如
・
摩
訶

迦
葉
・（
中
略
）
か
く
の
こ
と
き
は
、
衆
に
知
識
せ
ら
れ
た
る
大
阿
羅
漢

等
な
り
。
ま
た
学
・
無
学
、
二
千
人
あ
り
。
摩
訶
波
闍
波
大
比
丘
尼
、

眷
属
六
千
人
と
と
も
な
り
き
。⑽　

　

足
利
本
と
似
た
読
み
方
を
し
て
い
る
が
、
熟
語
や
人
名
、
固
有
名
詞
な
ど

の
表
記
は
、
も
と
の
漢
字
表
記
を
活
か
し
て
い
る
。
冒
頭
の
「
如
是
我
聞
」

は
「
か
く
の
ご
と
き
こ
と
を
、
わ
れ
、
き
ゝ
た
ま
へ
り
き
。」
と
し
、「
皆
是

阿
羅
漢
。」
は
「
み
な
こ
れ
阿
羅
漢
な
り
。」、「
心
得
自
在
」
は
、「
こ
ゝ
ろ
、

自
在
を
ゑ
た
り
。」
と
記
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
仮
名
書
き
法
華
経
」
と
言
う
場
合
、
多
く
は
、
訓
読
み

し
た
も
の
を
仮
名
書
き
し
た
も
の
を
指
し
て
い
る
。
ま
た
全
体
を
「
平
仮
名

書
き
」
を
す
る
の
で
は
な
く
、
漢
字
表
記
を
併
用
し
つ
つ
、
訓
読
さ
せ
た
も

の
も
指
す
。
そ
れ
に
対
し
て
『
久
祥
院
殿
写
経
』
は
、
音
読
み
で
の
仮
名
書

き
で
あ
り
、
冒
頭
の
経
名
と
本
文
中
の
数
字
の
み
を
漢
字
表
記
し
て
い
る
点

が
、
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

　
　三

、『
久
祥
院
殿
写
経
』
と
仮
名
書
き
法
華
経
の
分
類　

　

仮
名
書
き
法
華
経
を
論
じ
た
研
究
は
数
多
く
あ
る
が
、
そ
の
中
で
、
音
読

み
の
仮
名
書
き
法
華
経
に
つ
い
て
論
じ
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
兜
木
正
亨
氏

の
研
究
で
あ
る
。
兜
木
正
亨『
法
華
版
経
の
研
究
』
で
は「
仮
名
本
法
華
経
」

の
分
類
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
「
音
よ
み
仮
名
本
」
と
「
訓
よ
み
仮

名
本
」
の
分
類
が
示
さ
れ
、「
音
よ
み
仮
名
本
」
に
つ
い
て
の
言
及
が
あ
る
。

そ
の
箇
所
を
以
下
に
引
用
す
る
。

　

　

こ
の
二
種
類
の
仮
名
本
の
中
、
音
よ
み
本
は
、
い
く
ら
か
で
も
漢
字

に
通
じ
て
い
る
人
で
あ
れ
ば
、
全
く
の
仮
名
ば
か
り
の
も
の
よ
り
、
漢

字
の
か
た
わ
ら
に
仮
名
を
ふ
っ
た
、
仮
名
つ
き
の
本
の
本
が
、
む
し
ろ

便
利
で
あ
る
。
仮
名
ば
か
り
の
音
よ
み
本
は
、
実
用
に
は
か
え
っ
て
骨

の
折
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
の
た
め
か
、
仮
名
本
に
は
、
音
よ
み
仮
名

本
が
訓
よ
み
本
に
比
べ
て
、
数
が
少
な
い
。
そ
の
少
な
い
中
に
も
、
版

経
の
音
よ
み
仮
名
本
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
相
当
数
の
要

求
が
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
と
お
も
わ
れ
る
。

　

音
よ
み
仮
名
本
の
版
本
は
、江
戸
初
期
の
開
版
と
み
ら
れ
る
も
の
で
、

六
行
折
本
仕
立
て
の
八
巻
本
大
版
経
で
あ
る
。
こ
の
仮
名
本
は
題
字
の

妙
法
蓮
華
経
の
五
字
だ
け
が
漢
字
で
書
か
れ
て
い
る
だ
け
で
、
そ
の
ほ

か
は
、
こ
と
ご
と
く
平
仮
名
で
あ
る
。

　

兜
木
氏
は
、
音
読
み
の
仮
名
書
き
は
少
数
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
中
で
版
本

に
な
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
こ
と
、
つ
ま
り
版
本
の
『
法
華
経
』
で
音
よ
み

表
記
を
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
こ
と
、版
本
の
音
読
み
仮
名
書
き
法
華
経
は
、

六
行
折
本
の
八
巻
本
大
版
経
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
表
記
は
題
字
の
「
妙
法
蓮

華
経
」
の
五
字
だ
け
が
漢
字
で
、
そ
の
他
の
文
字
は
全
て
平
仮
名
を
用
い
て

い
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
「
音
よ
み
仮
名
本
」
の
例
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
版
経
法
華
経
に
つ
い

て
、
比
較
の
た
め
、
以
下
に
本
文
を
示
し
て
み
た
い
。
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妙
法
蓮
華
経
じ
ょ
ほ
ん
。
だ
い
い
ち

に
ょ
ぜ
が
も
ん
。
い
ち
じ
ぶ
つ
ぢ
う
。
わ
う
し
や
じ
や
う
。
ぎ
し
や
く

つ
せ
ん
ぢ
う
。
よ

だ
い
び
く
し
ゆ
。
ま
ん
に
せ
ん
に
ん
く
。
か
い
ぜ
あ
ら
か
ん
。
し
ょ
ろ
い

じ
ん
。
む
ぶ
ぼ
ん
な
う
。
だ
い
と
く
こ
り
。
じ
ん
し
よ
う
け
つ
。
し
ん

と
く
じ
ざ
い
。⑾　

　

本
文
を
音
読
み
し
、
平
仮
名
で
表
記
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
一
見
し

て
わ
か
る
。
本
文
は
す
べ
て
平
仮
名
で
あ
る
。
漢
訳
本
の
経
典
は
一
般
に
一

行
十
七
字
詰
を
規
格
に
す
る
が
、
こ
の
版
経
の
仮
名
書
き
は
、
改
行
を
漢
文

経
典
の
十
七
字
に
合
わ
せ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
右
の
記
載
は
、
原
本

通
り
な
の
だ
が
、
仮
名
書
き
に
す
る
と
、
一
行
字
数
が
区
々
に
な
る
と
こ
ろ

を
、
天
地
を
揃
え
、
字
詰
め
を
調
整
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
行
漢
字
十
七

字
分
の
内
容
に
合
わ
せ
て
改
行
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
『
久
祥
院
殿
写
経
』
と
比
較
し
て
み
る
と
、『
久
祥
院
殿
写
経
』
は
、
改
行

に
つ
い
て
、
全
く
こ
れ
と
一
致
し
な
い
。『
久
祥
院
殿
写
経
』
の
本
文
は
、

偈
頌
と
散
文
の
切
り
替
え
部
以
外
は
、
送
り
込
み
な
が
ら
記
さ
れ
て
い
て
、

漢
訳
本
の
場
合
の
十
七
字
揃
え
に
は
全
く
関
係
な
い
。
ま
た
表
記
に
つ
い
て

で
あ
る
が
、「
一
」
な
ど
、
数
字
に
つ
い
て
の
み
漢
字
を
使
用
し
て
い
る
点

で
、
版
経
の
音
よ
み
法
華
経
の
全
文
平
仮
名
書
き
と
は
異
な
る
種
類
の
も
の

で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
「
音
読
み
仮
名
書
き
法
華
経
」
は
、
兜
木

氏
の
紹
介
し
た
よ
う
な
版
本
の
法
華
経
に
多
く
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。『
久

祥
院
殿
写
経
』
の
よ
う
な
、
音
読
み
で
仮
名
書
き
（
た
だ
し
漢
数
字
の
み
漢

字
表
記
）
と
い
う
形
式
で
の
「
音
読
み
仮
名
書
き
法
華
経
」
で
、
か
つ
写
本

で
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
管
見
の
限
り
類
例
を
見
出
せ
な
い
。
今
後
、
さ

ら
な
る
調
査
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　

次
に
、
仮
名
書
き
法
華
経
に
つ
い
て
論
じ
た
数
多
い
研
究
の
中
で
、
様
々

な
仮
名
書
き
法
華
経
を
分
類
し
て
論
じ
た
野
沢
勝
夫
氏
の
研
究
に
注
目
す

る
。
野
沢
勝
夫
「
訓
経
に
非
ざ
る
「
仮
名
書
き
法
華
経
」
に
つ
い
て⑿
」
で
は
、

い
わ
ゆ
る
訓
読
仮
名
書
き
の
仮
名
書
き
法
華
経
と
は
異
な
る
仮
名
書
き
法
華

経
に
注
目
し
、
以
下
の
様
に
分
類
が
示
さ
れ
る（
番
号
は
筆
者
が
付
し
た
）。

Ⅰ
訓
経
（
訓
読
し
た
も
の
）

　

①
い
わ
ゆ
る
「
仮
名
書
き
法
華
経
」

　

②
「
翻
訳
仮
名
書
き
法
華
経
」

　

③
「
簡
約
仮
名
書
き
法
華
経
」

Ⅱ
表
音
的
な
表
記
を
し
た
も
の

　
「
訓
経
」
つ
ま
り
「
訓
読
し
た
も
の
（
経
）」
と
し
て
、
①
い
わ
ゆ
る
「
仮
名

書
き
法
華
経
」
と
、
②
「
翻
訳
仮
名
書
き
法
華
経
」
と
、
③
「
簡
約
仮
名
書
き

法
華
経
」
の
三
種
に
大
別
し
、
訓
読
の
経
に
も
、
①
の
い
わ
ゆ
る
訓
読
の
仮

名
書
き
法
華
経
と
は
異
な
る
も
の
が
あ
る
こ
と
が
論
じ
ら
れ
る
。

　

①
〜
③
を
そ
れ
ぞ
れ
確
認
し
て
お
こ
う
。
①
の
い
わ
ゆ
る
「
仮
名
書
き
法

華
経
」
は
、「
訓
経
で
、
漢
文
原
典
の
逐
語
的
な
訓
読
を
、
仮
名
交
じ
り
の

和
文
に
延
べ
書
き
し
た
も
の
」
と
説
明
さ
れ
る
。
前
述
し
た
、
足
利
本
や
西

来
寺
本
な
ど
が
こ
の
例
で
あ
る
。
野
沢
氏
は
、
現
存
す
る
「
仮
名
書
き
法
華

経
」（
訓
経
で
、
一
品
以
上
ま
と
ま
っ
て
存
す
る
も
の
）
と
し
て
、
以
下
の

六
種
を
指
摘
す
る⒀
。
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①
矢
代
本

②
瑞
光
寺
本
仮
名
書
き
法
華
経

③
天
理
図
書
館
本
仮
名
書
き
法
華
経

④
妙
一
記
念
館
本
仮
名
書
き
法
華
経

⑤
足
利
本
仮
名
書
き
法
華
経

⑥
守
屋
本
仮
名
書
き
法
華
経　

　

通
常
「
仮
名
書
き
法
華
経
」
と
し
て
想
起
す
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
よ
う
な

訓
経
の
仮
名
書
き
法
華
経
で
あ
る
が
、
同
じ
平
仮
名
書
き
で
も
こ
れ
ら
と
は

異
な
る
タ
イ
プ
と
し
て
、②「
翻
訳
仮
名
書
き
法
華
経
」を
挙
げ
る
。
こ
れ
は
、

女
性
の
た
め
に
完
全
な
る
和
文
で
作
成
し
た
も
の
で
、「
翻
訳
」
と
言
う
よ

う
に
、
和
訳
（
現
代
語
訳
）
に
近
い
も
の
で
あ
る
。

　

②
「
翻
訳
仮
名
書
き
法
華
経
」
の
例
と
し
て
、
伝
西
行
筆
「
仮
名
書
き
法

華
経
切
れ
」
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

か
の
よ
の
な
か
に
あ
る
と
こ
（
ろ
）
の
□
□
を
、
み
な
ゝ
か
ら
と
り
あ

つ
め

て
こ
ま
か
に
く
た
き
て
、
す
ゝ
り
の
す
み
に
つ
く
り
て
、
そ
の
す

み
を
す
り
て
、
ひ
む
か
し
さ
ま
二
千
の
く
に
を
す
き
て
、
ひ

と
つ
の
し
る
し
を
つ
け
て
ん
む
と
す
。
そ
の
し
る
し
の
お
ほ
き
さ
ひ

（
と
）

の
あ
し
の
か
け
に
ま
か
ひ
て
み
ゆ
る
ち
り
ひ
と
つ
か
お
ほ
き
さ

な
り
又
千
の
く
に
を
す
き
て
又
ひ
と
つ
の
し
る
し
を
つ

く
か
く
の
こ
と
く
千
の
く
に
を
す
き
つ
ゝ
し
る
し
を
つ
く

□
む
ほ
と
に
そ
の
つ
ち
し
て
つ
く
り
た
り
つ
る
す
み
み
な
つ
き

は
て
な
む
ほ
と
、
い
か
は
か
り
あ
り
な
む
と
お
ま
へ
に
さ
ふ
ら
ふ
人

⒁々

　

こ
の
『
法
華
経
』（
漢
文
）
の
該
当
箇
所
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

譬
如
三
千
大
千
世
界
。
所
有
地
種
。
仮
使
有
人
。
磨
以
為
墨
。
過
於
東

方
千
国
土
。
乃
下
一
点
。
大
如
微
塵
。
又
過
千
国
土
。
復
下
一
点
。
如

是
展
転
。
尽
地
種
墨
。
於
汝
等
意
云
何⒂　

　

こ
の
よ
う
に
、
単
な
る
訓
読
で
は
な
く
、
漢
文
を
離
れ
て
和
訳
を
行
い
、

わ
か
り
や
す
い
文
章
に
直
し
て
表
記
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

次
に
②
「
翻
訳
仮
名
書
き
法
華
経
」
と
も
違
い
、
さ
ら
に
漢
文
の
本
文
を

離
れ
て
い
く
も
の
に
、
③「
簡
約
仮
名
書
き
法
華
経
」を
挙
げ
る
。
こ
れ
は
、

経
典
内
容
を
庶
衆
に
解
り
易
く
伝
え
る
た
め
に
、「
訓
経
」を
改
変
・
要
約
し
、

絵
巻
中
で
、詞
書
き
と
し
て
使
用
す
る
な
ど
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
③「
簡

約
仮
名
書
き
法
華
経
」
の
例
と
し
て
、
野
沢
氏
は
畠
山
記
念
館
蔵『
法
華
経
』

を
挙
げ
る
。
以
下
に
、
如
来
神
力
品
第
二
十
一
の
一
部
を
示
す
。

そ
の
時
に
仏
つ
け
て
の
た
ま
は
く
若
我
こ
の

神
力
を
も
て
無
量
阿
僧
祇
劫
不
嘱
せ
ん
か
た
め
に

此
経
の
功
徳
を
と
く
と
も
猶
つ
く
す
事
あ
た

は
し
要
を
と
り
て
こ
れ
を
い
ふ
に
如
来
の

一
切
の
所
有
の
法
如
来
の
一
切
自
在
神
力
如
来
の

一
切
の
秘
蔵
の
く
ら
如
来
一
切
の
甚
深
の
事
み
な

此
経
に
と
き
あ
ら
は
す
経
巻
の
あ
ら
ん
所
も
し
は
そ
の
（
以
下
略
）
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こ
の
部
分
の
『
法
華
経
』
の
該
当
箇
所
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

爾
時
仏
告
上
行
等
菩
薩
大
衆
。
諸
仏
神
力
如
是
無
量
義
無
辺
不
可
思

議
。
若
我
以
是
神
力
。
於
無
量
無
辺
百
千
万
億
阿
僧
祇
劫
。
為
嘱
累

故
。
説
此
経
功
徳
。
猶
不
能
尽
以
要
言
之
如
来
一
切
所
有
之
法
。
如
来

一
切
自
在
神
力
。
如
来
一
切
秘
要
之
蔵
。
如
来
一
甚
深
之
事
皆
。
於
此

経
示
顕
説
是
故
（
以
下
略
）

　

本
文
に
即
し
て
の
説
明
で
は
な
く
、
簡
略
化
し
、
概
要
を
ま
と
め
て
述
べ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
う
し
た
概
要
文
を
、
絵
巻
の
詞
書
に
使
用
し
て

い
く
例
も
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

以
上
の
様
に
、
訓
経
に
も
種
々
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
が
、
そ
の
反
対
に
、

「
Ⅱ
表
音
的
な
表
記
を
し
た
も
の
」
が
あ
る
と
、
音
読
み
の
経
が
位
置
づ
け

ら
れ
た
。
こ
の
表
音
的
な
表
記
を
し
た
も
の
の
具
体
例
は
、
詳
し
く
論
じ
ら

れ
て
い
な
い
が
、
中
世
の
遺
存
資
料
の
中
に
は
、
表
音
的
な
表
記
（
字
音
の

仮
名
書
き
や
同
音
異
字
の
多
用
な
ど
）
の
目
立
つ
も
の
が
あ
る
と
指
摘
す

る
。
字
音
に
よ
る
仮
名
書
き
に
、『
久
祥
院
殿
写
経
』
は
該
当
す
る
が
、
本

書
に
つ
い
て
、
特
段
の
指
摘
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

　

以
上
、先
行
研
究
に
お
け
る
仮
名
書
き
法
華
経
の
分
類
を
確
認
し
て
み
た
。

そ
の
中
で
、『
久
祥
院
殿
写
経
』
は
、
音
読
み
の
仮
名
書
き
で
、
経
名
と
一

部
の
数
字
の
み
漢
字
を
用
い
、
そ
の
他
を
平
仮
名
表
記
し
た
写
本
で
あ
り
、

ど
の
分
類
に
も
該
当
し
な
い
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

　
『
久
祥
院
殿
写
経
』
の
音
読
み
に
つ
い
て
、
読
み
方
の
特
徴
や
、
依
拠
し

た
法
華
経
本
文
に
つ
い
て
、
ま
だ
十
分
に
精
査
で
き
て
い
な
い
。
今
後
さ
ら

に
調
査
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　

四
、
久
祥
院
に
つ
い
て

　

こ
こ
ま
で
、『
久
祥
院
殿
写
経
』
の
本
や
内
容
を
検
討
し
て
き
た
が
、
こ

こ
か
ら
は
、『
久
祥
院
殿
写
経
』
の
書
写
奉
納
に
関
す
る
外
部
徴
証
に
つ
い

て
確
認
し
て
い
き
た
い
。
ま
ず
、
書
写
奉
納
者
と
伝
え
ら
れ
る
「
久
祥
院
」

に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　

久
祥
院
と
は
、
弘
前
藩
三
代
藩
主
信
義
の
側
室
で
、
四
代
藩
主
信
政
の
生

母
の
こ
と
で
あ
る
。
寛
永
七
年
（
一
六
三
〇
）
に
生
ま
れ
、
元
禄
五
年
（
一

六
九
二
）に
六
十
三
歳
で
亡
く
な
っ
た
。
幼
名
を「
と
く
」、
の
ち
に「
予
曽
」

と
言
い
、「
久
祥
院
」と
通
称
し
た
。
ま
た
菊
花
を
愛
し
た
た
め
に「
菊
御
前
」

と
の
通
名
も
あ
る
。

【
津
軽
氏
略
系
図
】

悪
戸
御
前

④
信
政

⑤
信
寿

玄
蕃

大
蔵

外
記

傍
嶋
帯
刀

松
平
康
久
女

①
為
信

②
信
枚

③
信
義

添
田
理
兵
衛
貞
成

久
祥
院

女
子
二
名

女
子
一
名
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こ
の
久
祥
院
の
出
自
に
つ
い
て
は
、
二
説
の
記
述
が
見
ら
れ
る⒃

。

　

①
添
田
理
兵
衛
貞
成
の
女
。
名
を
与
曾
と
い
い
、の
ち
に
久
祥
院
と
称
す
。

　

②
唐
牛
九
右
衛
門
の
女
。
父
が
浪
人
し
て
い
た
た
め
、
娘
婿
で
あ
っ
た
添

田
理
兵
衛
の
女
と
し
て
側
室
に
な
っ
た
。

　
　
　
　
　

　

①
の
「
添
田
理
兵
衛
貞
成
の
女
」
と
す
る
説
は
、
津
軽
承
昭
編
纂
『
津
軽

藩
旧
記
類
』
の
続
編
『
津
軽
藩
旧
記
伝
類
』
巻
之
二
な
ど
に
記
さ
れ
る
。
以

下
に
、『
津
軽
藩
旧
記
伝
類
』
巻
之
二
に
記
載
さ
れ
る
「
久
祥
院
」
の
記
事
を

示
す
。久

祥
院
名
阿
与
曾

又
阿
徳

、
信
義
公
の
御
部
屋
に
し
て
、
信
政
公
の
御
生
母
な
り
。

津
軽
玄
蕃
、
津
軽
大
蔵
、　

傍
島
帯
刀
も
御
同
腹
な
り
。

添
田
理
兵
衛
女
に
て
、儀
左
衛
門
貞
俊
の
姉
な
り
。
中
々

凡
人
に
勝
り
て
発
明
器
量
あ
り
け
れ
ハ
、
信
義
公
の
奥
女
中
と
な
り
し

な
り
。

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
久
祥
院
は
添
田
理
兵
衛
の
女
で
、
添
田
儀
左
衛
門
貞
俊

の
姉
で
あ
る
。
賢
く
容
姿
も
美
し
か
っ
た
た
め
に
、
信
義
の
奥
女
中
に
取
り

立
て
ら
れ
た
と
い
う
。

　

一
方
、
②
の
「
唐
牛
九
右
衛
門
の
女
」
と
す
る
も
の
は
、
本
当
は
「
唐
牛

九
右
衛
門
」
の
女
子
だ
が
、
事
情
が
あ
っ
て
添
田
理
兵
衛
の
女
子
と
し
た
と

い
う
説
で
あ
る
。
こ
の
説
は
、『
奥
富
士
物
語
』
や
『
津
軽
編
覧
日
記
』
明
暦

元
年
（
一
六
五
五
）
十
一
月
二
十
五
日
条
の
、
津
軽
信
義
が
逝
去
し
た
記
事

に
添
え
ら
れ
た
、
側
室
た
ち
に
関
す
る
記
述
に
見
え
る
。
以
下
、
②
の
「
唐

牛
久
右
衛
門
の
女
」
と
す
る
説
を
確
認
し
て
み
よ
う
。

　

ま
ず
、『
奥
富
士
物
語
』
に
見
え
る
記
事
か
ら
で
あ
る
。

　

　

国
母
久
祥
院
元
禄
五
壬
申
四
月
四
日
御
遠
行
被
遊
と
也
、
伝
云
、
女

主
は
実
は
唐
牛
九
右
衛
門
尉
源
某
始
之
所
、
父
先
年
御
暇
之
砌
、
叔
母

婿
添
田
理
兵
衛
源
定
成
に
被
養
、 

⒄　

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
父
の
唐
牛
九
右
衛
門
が
暇
を
出
さ
れ
て
い
た
た
め
に
、

叔
母
婿
で
あ
る
添
田
理
兵
衛
源
定
成
（
貞
成
）
に
養
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。

　

ま
た
『
津
軽
編
覧
日
記
』
に
は
次
の
よ
う
に
詳
述
さ
れ
る
。

　

久
信
義
公
御
妾祥

院
殿
華
岳
良
栄
大
姉　

元
禄
五
壬　

　

申

年
四
月
四
日

　
①

久
祥
院
様
に
は
添
田
儀
左
衛
門
先
祖
理
兵
衛
娘
の
由
申
伝
候
は
非

也
、
唐
午

（
マ
マ
）甚

右
衛
門
喜
治
妹
な
り
、
則
甚
右
衛
門
由
緒
左
に
記
之
、

一
、
甚
右
衛
門
先
祖
は
多
田
玄
蕃
と
て
、
御
当
地
三
ツ
目
内
に
掻
上
所

持
住
居
致
候
処
、
右
於
掻
上
討
死
、
二
代
目
多
田
修
理
三
ツ
目
内
掻
上

に
て
三
千
石
領
地
の
処
、
為
信
公
御
代
三
ツ
目
内
没
落
の
節
、
右
修
理

浅
瀬
石
へ
引
退
、姉
聟
千
徳
大
和
方
に
罷
有
候
処
、浅
瀬
石
没
落
の
刻
、

討
死
、
右
之
通
本
文
に
有
之
候
得
共
、
玄
蕃
落
城
は
慶
長
五
年
な

り
、
大
和
落
城
は
慶
長
二
年
也
、
本
文
書
誤
な
る
べ
き
歟
、 

其
子
唐
牛
九
右
衛
門
修
理
討
死

の
砌
南
部
へ
忍
落
、
其
後
御
当
地
へ
帰
国
致
罷
有
候
処
、
信
牧

（
マ
マ
）公

御
代

被
召
出
、
信
義
公
御
代
ま
て
段
々
御
取
立
、
知
行
九
百
石
拝
領
、
御
児

小
姓
頭
、
御
徒
頭
兼
役
被
仰
付
相
勤
、
御
近
習
御
用
御
勤
候
処
、
支
配

の
御
小
児
小
姓
無
調
法
の
儀
有
之
、
九
右
衛
門
知
行
被
召
上
、
永
之
御

暇
被
下
置
、
正
保
二
年
六
月
廿
八
日
病
死
、
其
子
唐
牛
甚
右
衛
門
信
政

公
御
代
被
召
出
、
段
々
御
取
立
、
知
行
三
百
石
被
下
置
、
御
用
人
被
仰

付
相
勤
、
貞
享
三
年
五
月
十
三
日
病
死
す
、②

右
甚
右
衛
門
妹
親
九
右
衛



（11）

門
永
之
御
暇
被
下
置
候
砌
、
添
田
理
兵
衛
儀
は
叔
母
聟
故
理
兵
衛
方
へ

差
遣
、
理
兵
衛
娘
分
に
致
し
、
信
義
公
御
代
御
次
女
中
に
差
上
候
処
、

段
々
御
誕取
　
立生

御
側
女
中
に
被
仰
付
、
此
御
腹
に
信
政
公
御
誕
生
被
遊
、

其
外
玄
蕃
・
大
蔵
・
外
記
・
傍
嶋
帯
刀
以
上
五
人
御
出
生
な
り
、
信
政

公
御
実
母
様
故
分
て
御
太
切
に
被
遊
し
也
、
御
逝
去
の
節
火
葬
ニ
し
奉

る
、
此
節
信
政
公
よ
り
隣
松
寺
へ
寺
領
百
石
御
寄
附
に
て
、
隣
松
寺
へ

葬
り
奉
る
、
甚
右
衛
門
子
同
甚
右
衛
門
、
信
政
公
御
代
段
々
御
取
立
、

知
行
三
百
石
被
下
置
、
是
又
御
用
人
被
仰
付
、
其
子
八
郎
左
衛
門
三
百

石
無
相
違
被
下
置
、御
手
廻
相
勤
候
処
、享
保
六
年
無
調
法
の
儀
有
之
、

知
行
被
召
上
、
永
之
御
暇
被
下
候
処
、
享
保
十
年
十
月
召
出
、
七
人
扶

持
被
下
置
、
御
馬
廻
格
被
仰
付
、
其
子
甚
右
衛
門
跡
弐
七
人
扶
持
被
下

置
相
勤
候
処
、
明
和
元
年
三
月
十
五
日
三
人
扶
持
御
加
増
被
下
置
、
安

永
二
年
正
月
、
五
人
扶
持
御
加
増
、
都
合
十
五
人
扶
持
被
下
置
候
、
久

祥
院
様
御
実
方
右
の
通
な
り
と
云
々
、

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
傍
線
部
①
に
見
え
る
よ
う
に
、
久
祥
院
が
添
田
儀
左
衛

門
先
祖
理
兵
衛
の
娘
だ
と
い
う
の
は
誤
り
で
、
実
は
唐
牛
甚
右
衛
門
喜
治
の

妹
で
あ
る
と
す
る
。
そ
の
唐
牛
甚
右
衛
門
に
つ
い
て
も
詳
し
く
述
べ
る
。

　

甚
右
衛
門
の
先
祖
は
多
田
玄
蕃
と
い
う
、
御
当
地
三
ツ
目
内
に
住
す
る
者

で
あ
っ
た
。
多
田
玄
蕃
が
討
死
し
、
二
代
目
の
多
田
修
理
も
三
ツ
目
内
掻
上

に
三
千
石
の
領
地
を
得
て
い
た
。
し
か
し
為
信
公
の
御
代
に
三
ツ
目
内
が
没

落
し
た
折
、
右
修
理
は
浅
瀬
石
へ
引
退
し
、
姉
聟
の
千
徳
大
和
の
も
と
に
身

を
寄
せ
て
い
た
が
、
浅
瀬
石
が
没
落
の
折
に
討
死
し
た
。
な
お
こ
の
記
事
に

は
さ
ら
に
付
注
が
あ
り
、
玄
蕃
落
城
は
慶
長
五
年
で
あ
り
、
大
和
の
落
城
は

慶
長
二
年
で
あ
っ
て
先
後
関
係
が
お
か
し
く
、
書
き
誤
り
で
は
な
い
か
と
指

摘
し
て
い
る
。

　

さ
て
そ
の
子
は
、
唐
牛
九
右
衛
門
修
理
が
討
死
し
た
際
に
南
部
へ
忍
ん
で

落
ち
、
そ
の
後
に
当
地
へ
帰
国
し
た
と
こ
ろ
、
二
代
信
枚
に
よ
っ
て
召
し
出

さ
れ
た
。
三
代
信
義
の
代
に
至
る
ま
で
に
次
第
に
取
り
立
て
て
も
ら
い
、
知

行
九
百
石
を
拝
領
し
、
御
児
小
姓
頭
、
御
徒
頭
な
ど
を
命
じ
ら
れ
て
お
仕
え

し
、
御
近
習
と
し
て
の
御
用
を
勤
め
た
。
そ
の
子
は
無
調
法
で
九
右
衛
門
は

召
し
上
げ
て
も
ら
う
も
の
の
暇
を
出
さ
れ
、
正
保
二
年
六
月
廿
八
日
病
死
し

た
。
そ
の
子
の
唐
牛
甚
右
衛
門
は
、
信
政
の
代
に
召
し
出
さ
れ
、
次
第
に
取

り
立
て
て
も
ら
い
、
知
行
三
百
石
を
い
た
だ
き
、
御
用
人
と
し
て
勤
め
、
貞

享
三
年
五
月
十
三
日
に
病
死
し
た
。

　

傍
線
部
②
は
、
久
祥
院
が
女
中
に
出
る
段
で
あ
る
。
折
し
も
甚
右
衛
門
の

妹
親
の
九
右
衛
門
は
暇
を
出
さ
れ
て
い
た
た
め
に
、
叔
母
の
婿
で
あ
っ
た
添

田
理
兵
衛
の
養
女
と
な
っ
た
。
添
田
理
兵
衛
の
娘
と
し
て
信
義
の
代
に
御
次

女
中
と
し
て
差
し
上
げ
た
と
こ
ろ
、
次
第
に
取
り
立
て
ら
れ
て
御
側
女
中
ま

で
命
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
四
代
信
政
が
ご
誕
生
と
な
り
、
こ

の
御
子
の
他
に
も
玄
蕃
・
大
蔵
・
外
記
・
傍
嶋
帯
刀
と
、
合
計
五
人
の
御
子

を
出
産
し
た
。
四
代
藩
主
信
政
の
実
母
と
な
っ
た
た
め
大
変
大
事
に
さ
れ
、

亡
く
な
っ
た
際
に
も
火
葬
と
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
久
祥
院
が
女
中
に
出
る

際
に
養
女
に
な
っ
た
こ
と
や
、
そ
の
後
の
寵
愛
と
厚
遇
が
記
さ
れ
る
。

　

久
祥
院
は
隣
松
寺
に
葬
ら
れ
る
が
、
そ
の
際
に
信
政
か
ら
隣
松
寺
へ
寺
領

百
石
が
寄
附
さ
れ
た
。
甚
右
衛
門
も
、
そ
の
子
の
同
じ
く
甚
右
衛
門
も
ま

た
、
信
政
に
取
り
立
て
ら
れ
、
知
行
三
百
石
を
頂
戴
し
、
御
用
人
と
な
っ
た
。

そ
の
子
の
八
郎
左
衛
門
も
三
百
石
を
頂
戴
し
、
御
手
廻
を
勤
め
た
。
享
保
六

年
に
無
調
法
あ
り
、
知
行
は
召
し
上
げ
ら
れ
て
失
職
す
る
が
、
享
保
十
年
十

月
に
再
び
召
し
出
さ
れ
、
七
人
扶
持
と
な
る
。
御
馬
廻
格
が
命
じ
ら
れ
、
そ
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の
子
甚
右
衛
門
も
七
人
扶
持
と
な
っ
て
勤
め
た
。
明
和
元
年
三
月
十
五
日
に

は
三
人
扶
持
が
加
増
さ
れ
、
安
永
二
年
正
月
に
は
さ
ら
に
五
人
扶
持
が
加
増

と
な
り
、
合
計
十
五
人
扶
持
と
な
っ
た
。
久
祥
院
の
実
家
方
の
事
情
を
、
以

上
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

　

以
上
、
久
祥
院
の
実
父
は
唐
牛
九
右
衛
門
で
あ
っ
た
が
、
失
職
中
の
た
め

に
添
田
理
兵
衛
の
娘
と
な
っ
て
女
中
と
し
て
奉
公
し
、
女
中
勤
め
を
し
て
い

る
間
に
信
義
に
寵
愛
さ
れ
、
御
子
を
五
人
も
設
け
た
こ
と
、
御
子
が
次
代
藩

主
と
な
り
藩
主
の
母
と
な
っ
た
た
め
、
実
家
の
唐
牛
の
家
も
取
り
立
て
ら
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
久
祥
院
が
藩
主

の
母
と
な
っ
た
後
の
唐
牛
家
の
厚
遇
な
ど
の
記
事
か
ら
も
、
久
祥
院
の
出
自

は
こ
の
記
事
に
従
う
の
が
良
い
も
の
と
考
え
る
。

　
　

五
、
久
祥
院
を
め
ぐ
る
人
々
│
津
軽
信
義
と
そ
の
妻
た
ち
│

　
『
津
軽
編
覧
日
記
』
に
は
、
三
代
藩
主
津
軽
信
義
の
記
事
と
合
わ
せ
て
他

の
妻
た
ち
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
。
信
義
と
久
祥
院
の
関
係
を
知
る
た
め

に
も
、
他
の
妻
た
ち
の
記
事
に
つ
い
て
も
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

ま
ず
初
め
に
、『
津
軽
編
覧
日
記
』
二
、
明
暦
元
年
（
一
六
五
五
）
十
一
月

二
十
五
日
条
の
信
義
逝
去
の
記
事
か
ら
見
て
み
よ
う
。　
　

一
、
十
一
月
廿
五
日
、
信
義
公
江
府
逝
去
、
御
行
年
三
拾
七
歳
、
御
在

務
三
拾
二
年
、八
月
よ
り
御
不
快
ニ
被
遊
御
座
候
所
、十
一
月
廿
五
日
、

江
戸
於
御
屋
敷
御
逝
去
被
遊
候
、
御
国
へ
御
逝
去
の
御
飛
脚
十
二
月
七

日
に
到
着
、
御
家
中
諸
士
剃
髪
多
く
有
之
、
江
戸
に
て
上
野
津
梁
院
へ

奉
葬
、
御
廟
弘
前
長
勝
寺
へ
御
造
立
、
又
此
節
報
恩
寺
江
新
に
御
霊
屋

御
創
立
被
遊
候
、
十
二
月
十
日
よ
り
同
廿
五
日
ま
て
於

長
勝
寺
御
法
事
有
之
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

桂
信
義
公
御
前光

院
殿
雪
峯
宗
瑞
大
居
士　
明
暦
元
未
年
十
一
月
廿
五
日
、

　

明
暦
三
酉
年
信
政
公
新
た
寺
を
御
建
立
被
遊
、
御
法
名
を
院
号
と
し

一
輪
山
桂
光
院
、
報
恩
寺
を
御
開
基
被
成
、
寺
領
弐
百
石
御
寄
付
、
仍

之
御
廟
所
・
御
石
塔
・
御
位
牌
同
寺
に
有
之
、
信
義
公
御
逝
去
の
砌
、

御
家
中
追
腹
の
侍
四
人
有
之
、
左
に
、

　

山
本
三
郎
左
衛
門
安
次　

知
行
弐
百
石　

御
小
性
、

　
　

御
病
気
の
由
於
御
国
承
申
候
、
雪
中
江
戸
へ
罷
登
り
、
十
一
月
廿

六
日
着
す
、
仍
而
御
葬
送
の
則
日
江
戸
上
野
津
梁
院
に
て
殉
死
す
、
介

杓
村
上
又
右
衛
門
也
、
三
郎
左
衛
門
行
年
十
八
歳
（
略
）　

⒅　

　

明
暦
元
年
十
一
月
二
十
五
日
に
、
津
軽
信
義
が
江
戸
で
亡
く
な
っ
た
と
い

う
記
事
で
あ
る
。
年
齢
は
三
十
七
歳
、
在
世
三
十
二
年
で
あ
っ
た
。
八
月
か

ら
体
調
が
不
調
で
、
江
戸
屋
敷
に
て
逝
去
。
国
元
に
知
ら
せ
る
飛
脚
は
、
十

二
月
七
日
に
到
着
し
た
。
御
家
中
で
は
、
出
家
剃
髪
し
た
者
が
数
多
く
い
た

と
い
う
。
江
戸
に
て
、
上
野
寛
永
寺
津
梁
院
に
葬
り
、
御
廟
は
弘
前
長
勝
寺

に
造
立
さ
れ
た
。
ま
た
報
恩
寺
に
も
新
た
に
御
霊
屋
が
御
創
立
さ
れ
、
十
二

月
十
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
、
長
勝
寺
に
お
い
て
法
要
が
営
ま
れ
た
。
法
名

は
「
桂
光
院
殿
雪
峯
宗
瑞
大
居
士
」
と
い
う
。
明
暦
三
年
に
、
四
代
信
政

は
、
天
台
宗
の
報
恩
寺
を
開
い
た
。
信
義
の
法
名
を
院
号
と
し
て
一
輪
山
桂

光
院
報
恩
寺
と
し
、
寺
領
二
百
石
を
寄
付
し
た
。
そ
の
た
め
御
廟
所
・
御
石

塔
・
御
位
牌
は
報
恩
寺
に
あ
る
。

　

ま
た
信
義
が
逝
去
し
た
折
、
家
中
で
後
追
い
自
害
し
た
侍
が
四
名
い
た
。

山
本
三
郎
左
衛
門
安
次
は
、
病
の
知
ら
せ
を
聞
い
て
、
雪
中
、
江
戸
に
赴
く
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が
到
着
し
た
の
は
十
一
月
二
十
六
日
で
あ
っ
た
。
葬
送
の
日
、
江
戸
上
野
津

梁
院
に
お
い
て
殉
死
、
介
杓
は
村
上
又
右
衛
門
で
あ
っ
た
。
以
下
、
三
郎
左

衛
門
十
八
歳
な
ど
の
記
事
が
続
く
。

　

こ
の
信
義
の
記
事
に
付
さ
れ
る
形
で
、
側
室
た
ち
の
記
事
が
記
さ
れ
る
。

第
一
に
記
さ
れ
る
の
は
、
正
室
の
松
平
康
久
の
女
で
あ
る
。

　
　
　

慶
信
義
公
御
前林

院
殿
心
牖
寿
光
大
姉　
貞
享
丙　

　

寅

年
四
月
廿
七
日

松
平
因
幡
守
康
元
様
の
御
三
男
同
図
書
様
御
息
女
に
て
、
葉
縦
院
様
の

御
為
に
は
御
姪
子
様
也
、
於
江
戸
表
御
逝
去
、
御
年
六
拾
六
歳
に
て
上

野
津
梁
院
に
御
墓
・
御
石
牌
并
御
位
牌
有
り
、
御
国
に
は
御
石
牌
・
御

廟
な
し
、
御
位
牌
は
報
恩
寺
に
あ
り
、
御
女
子
計
御
両
人
有
之
、
御
壱

人
は
土
井
能
登
守
様
の
御
奥
様
に
御
な
り
被
遊
候
、
御
壱
人
は
御
早
世

也
、
又
松
平
図
書
様
初
図
書
後

無
三
、　 

御
奥
様
に
は
信
義
公
の
御
室
の
御
実
母
様

也
、
寛
永
十
一
甲　

　

戌

年
八
月
十
三
日
御
死
去
な
り
、
御
法
名
心
悦
清
安
大

姉
、此
御
死
去
之
節
、信
義
公
よ
り
寺
領
三
十
三
石
三
斗
三
升
御
寄
附
、

御
法
名
二
字
を
取
て
寺
号
と
し
、
初
て
清
安
寺
御
開
基
な
り
、
後
貞
昌

寺
へ
御
改
葬
有
り
、
寺
領
計
清
安
寺
に
あ
り
て
御
廟
・
御
位
牌
貞
昌
寺

に
あ
り
、

　

慶
林
院
は
以
下
の
様
に
紹
介
さ
れ
る
。
父
康
久
は
、
松
平
因
幡
守
康
元
の

三
男
で
、
そ
の
女
で
あ
り
、
葉
縦
院
か
ら
見
て
姪
に
あ
た
る
。
江
戸
上
屋
敷

で
、
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
四
月
に
六
十
六
歳
で
亡
く
な
っ
た
。
法
名
を

「
慶
林
院
殿
心
牖
寿
光
大
姉
」
と
い
う
。
上
野
津
梁
院
に
墓
・
石
牌
・
位
牌

が
あ
る
。
弘
前
に
は
石
牌
・
御
廟
は
な
く
、
位
牌
の
み
が
報
恩
寺
に
あ
る
。

　

肩
書
に
「
御
前
」
と
あ
る
よ
う
に
、
正
室
で
は
あ
っ
た
が
、
子
ど
も
が
女

子
二
名
の
み
で
、
男
子
が
い
な
か
っ
た
。
女
子
の
う
ち
一
人
は
、
土
井
能
登

守
に
嫁
い
だ
が
、
も
う
一
人
は
早
世
し
た
。
母（
松
平
図
書
康
久
の
妻
）は
、

寛
永
十
一
年
（
一
六
三
四
）
八
月
十
三
日
に
亡
く
な
り
、
法
名
を
「
心
悦
清

安
大
姉
」
と
し
た
。
信
義
か
ら
は
寺
領
三
十
三
石
三
斗
三
升
が
寄
付
さ
れ
、

御
法
名
二
字
を
取
っ
て
寺
号
と
し
た
清
安
寺
が
開
か
れ
た
。
後
に
貞
昌
寺
に

改
葬
す
る
。
寺
領
は
清
安
寺
に
あ
り
、
御
廟
・
位
牌
は
貞
昌
寺
に
あ
る
と
い

う
。

　
『
津
軽
編
覧
日
記
』
は
続
い
て
、
二
人
目
の
妻
と
し
て
肩
書
き
に
「
御
妾
」

と
し
て
久
祥
院
（
前
述
）
を
記
す
。
正
室
の
松
平
康
久
女
と
の
間
に
男
子
が

生
ま
れ
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
、
久
祥
院
が
男
子
を
設
け
、
そ
の
一
人
が
四
代

藩
主
と
な
り
、
信
義
に
大
切
に
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

久
祥
院
の
記
事
に
続
い
て
、
三
人
目
の
妻
、
悪
戸
御
前
の
記
事
を
記
す
。

　
　

掩
信
義
公
御
妾粧

長
泉
院
殿
光
岳
妙
清
大
姉　
正
保
三
癸　

　

丑

年
七
月
廿
二
日

世
に
悪
戸
御
前
様
と
云
也
、
今
の
斉
藤
甚
兵
衛
は
此
御
部
屋
様
の
御
跡

也
、
悪
戸
村
に
上
悪
戸
・
下
悪
戸
と
て
二
村
迄
田
中
に
有
、
悪
戸
村
に

て
下
悪
戸
と
云
な
り
、
其
処
の
百
性
甚
五
兵
衛
と
云
者
の
娘
也
、①

信
義

公
御
鷹
野
に
御
出
被
遊
、
此
娘
を
御
覧
せ
ら
れ
御
取
立
被
遊
、
後
に
御

前
様
と
奉
称
、
御
妾
・
御
愛
女
数
十
人
被
成
御
座
候
内
、
殊
の
外
御
意

に
応
し
た
る
御
部
屋
様
な
り
、
久
祥
院
様
に
は
御
子
被
成
御
座
、
其
上

信
政
公
を
御
誕
生
ニ
付
、
御
祝
儀
事
の
日
に
は
御
上
座
に
被
成
御
座
候

得
共
、
御
寵
愛
は
此
御
部
屋
様
第
一
に
被
成
御
座
候
よ
し
、
然
共
御
子

無
御
座
故
、
久
祥
院
様
よ
り
御
次
座
に
御
着
座
被
成
候
を
、
平
日
悉
く

御
い
き
と
お
り
御
し
つ
と
の
気
味
被
成
御
座
候
由
、
禅
宗
の
福
寿
院

は
、
此
御
大
病
の
節
御
建
立
被
成
た
る
と
也
、
此
御
腹
に
御
姫
様
御
壱



（14）

人
有
、
是
は
堀
伝
左
衛
門
室
也
と
い
へ
り
、
兵
庫
様
は
此
御
腹
に
御
出

生
と
云
ハ
誤
り
也
、
御
殿
方
御
壱
人
も
御
出
世
無
之
故
、
外
の
御
妾
の

御
男
子
御
も
ら
ひ
被
成
、
是
則
兵
庫
様
也
と
云
、
後
に
此
御
腹
に
津
軽

主
馬
殿
御
出
生
也
共
云
、
信
義
公
御
逝
去
後
は
北
の
丸
に
被
成
御
座
、

其
後
堀
伝
左
衛
門
殿
宅
に
被
成
御
座
候
由
、
御
一
生
信
義
公
よ
り
御
頭（

張
）

戴
の
金
銀
多
御
所
持
被
成
候
而
、
信
義
公
御
逝
去
以
後
御
菩
提
の
為
、

又
御
一
分
御
若
き
時
し
つ
と
抔
被
成
御
座
候
を
、
御
老
年
の
後
御
後
悔

に
て
是
ら
の
御
為
に
報
恩
寺
に
て
鐘
楼
を
御
建
立
被
成
候
、
牡
丹
の
御

紋
付
有
之
、
鐘
楼
は
此
御
部
屋
様
の
御
建
立
也
、②

惣
て
信
義
公
に
は
御

妾
御
愛
女
数
十
人
被
成
御
座
、
内
久
祥
院
様
と
長
松
院
様
と
御
両
人
計

を
御
部
屋
と
申
せ
し
と
也
、
報
恩
寺
并
福
寿
院
に
御
位
牌
有
し
、
報
恩

寺
御
位
牌
に
は
長
松
院
殿
と
あ
り
、福
寿
院
御
位
牌
に
は
長
松
院
と
有
、

是
は
福
寿
院
の
方
間
違
か
、
御
尊
骸
は
報
恩
寺
へ
葬
し
奉
る
、

　

三
人
目
の
妻
は
、
肩
書
に
「
御
妾
」
と
記
す
。
通
称
「
悪
戸
御
前
様
」
と
言

わ
れ
た
女
性
で
あ
る
。こ
の
名
前
の
由
来
は
、悪
戸
村
の
出
身
だ
か
ら
で
あ
っ

た
。
悪
戸
村
に
は
上
悪
戸
と
下
悪
戸
が
あ
り
、
下
悪
戸
の
百
姓
の
甚
五
兵
衛

と
い
う
者
の
娘
で
あ
っ
た
。
百
姓
の
娘
が
藩
主
の
妾
と
な
っ
た
い
き
さ
つ
で

あ
る
が
、
三
代
信
義
が
鷹
野
に
出
か
け
て
お
遊
び
に
な
っ
て
い
る
折
に
、
こ

の
娘
を
目
に
留
め
て
、
取
り
立
て
た
と
い
う
。

　

信
義
に
は
多
く
の
妾
・
愛
女
が
数
十
人
も
い
た
と
い
う
が
、
そ
の
中
で
特

に
大
事
に
さ
れ
た
の
が
、久
祥
院
と
悪
戸
御
前
で
、二
人
だ
け
が「
お
部
屋
様
」

と
さ
れ
て
い
る
。と
り
わ
け「
御
前
様
」と
通
称
さ
れ
た
悪
戸
御
前
は
殊
の
外
、

信
義
に
愛
さ
れ
た
女
性
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
久
祥
院
に
男
子
が
生
ま
れ
、
そ
の
一
人
が
世
継
ぎ
の
信
政
と
な
っ

た
の
に
比
し
て
、
悪
戸
御
前
に
は
男
子
が
生
ま
れ
な
か
っ
た
。
信
政
の
母
で

あ
る
久
祥
院
は
、
特
別
待
遇
で
あ
り
、
誕
生
の
祝
儀
事
の
日
に
は
、
久
祥
院

は
女
性
た
ち
の
中
で
最
も
上
座
に
着
座
と
な
っ
た
。
悪
戸
御
前
は
、
一
番
の

寵
愛
を
受
け
て
い
た
が
、
御
子
が
い
な
か
っ
た
た
め
、
着
座
が
久
祥
院
が
先

で
そ
の
次
座
に
な
る
こ
と
を
、
い
つ
も
憤
り
、
嫉
妬
し
て
い
た
と
い
う
。

　

悪
戸
御
前
は
、
娘
を
一
人
産
ん
で
い
る
が
、
こ
の
娘
は
、
後
に
堀
伝
左
衛

門
の
奥
方
と
な
っ
た
。
こ
の
間
に
「
兵
庫
様
」
が
生
ま
れ
た
と
い
う
の
は
誤

伝
で
あ
る
。
こ
の
二
人
の
間
に
は
、男
子
も
女
子
も
生
ま
れ
な
か
っ
た
た
め
、

他
の
妾
の
男
子
を
も
ら
っ
た
の
が
、
い
わ
ゆ
る
「
兵
庫
様
」
で
あ
る
。
信
義

の
逝
去
後
は
、
し
ば
ら
く
北
の
丸
に
留
ま
っ
た
が
、
そ
の
後
に
は
堀
伝
左
衛

門
殿
宅
で
過
ご
し
た
。

　

寵
愛
が
深
か
っ
た
悪
戸
御
前
は
、
信
義
よ
り
多
く
の
金
銀
を
受
け
取
っ
て

い
た
。
信
義
逝
去
の
後
は
、
菩
提
を
弔
う
た
め
、
ま
た
若
い
時
に
嫉
妬
ば
か

り
し
て
い
た
こ
と
を
後
悔
し
、
そ
の
懺
悔
の
た
め
に
、
報
恩
寺
に
鐘
楼
を
建

立
し
た
。
牡
丹
の
紋
が
付
け
ら
れ
て
い
る
鐘
楼
が
、
こ
の
悪
戸
御
前
の
建
立

し
た
も
の
で
あ
る
。

　

悪
戸
御
前
は
、
正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）
七
月
二
十
二
日
に
亡
く
な
り
、

法
名
を
「
掩
粧
長
泉
院
殿
光
岳
妙
清
大
姉
」
と
言
う
。
報
恩
寺
と
福
寿
院
に

位
牌
が
あ
る
。
禅
宗
の
福
寿
院
は
、
信
義
が
病
気
の
折
、
悪
戸
御
前
が
病
気

平
癒
を
願
っ
て
建
立
し
た
寺
で
あ
る
。
報
恩
寺
の
位
牌
に
は
長
泉
院
殿
と
あ

り
、
福
寿
院
の
位
牌
に
は
長
松
院
と
あ
る
。
こ
れ
は
福
寿
院
の
方
の
間
違
い

な
の
だ
ろ
う
か
。
ご
尊
骸
は
報
恩
寺
に
葬
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
記
事
か
ら
は
、
第
一
に
寵
愛
さ
れ
た
悪
戸
御
前
に
嫉
妬
さ
れ
る
ほ
ど
、
多

く
の
女
性
た
ち
の
中
で
、
と
り
わ
け
信
義
に
大
事
に
さ
れ
た
久
祥
院
の
姿
が

読
み
取
れ
る
。
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六
、『
久
祥
院
殿
写
経
』
の
書
写
奉
納

　

最
後
に
、『
久
祥
院
殿
写
経
』
の
書
写
奉
納
の
事
情
に
つ
い
て
検
討
し
て

み
た
い
。『
久
祥
院
殿
写
経
』
に
は
奥
書
が
な
く
、
箱
書
も
な
い
。『
久
祥
院

殿
写
経
』を
所
蔵
す
る
隣
松
寺
で
は
、生
前
仏
教
に
帰
依
し
、信
仰
に
篤
か
っ

た
久
祥
院
が
写
経
し
た
も
の
で
、
延
宝
六
年
（
一
六
七
八
）
四
月
八
日
、
隣

松
寺
に
納
め
た
も
の
と
伝
え
て
い
る
。
昭
和
三
十
年
に
「
県
重
宝
」
と
し
て

指
定
を
受
け
た
際
も
、
こ
の
伝
に
従
っ
て
い
る
。

　

隣
松
寺
は
、
曹
洞
宗
の
寺
院
で
、
青
森
県
弘
前
市
西
茂
森
町
の
禅
林
街
三

十
三
ヶ
寺
の
一
つ
で
あ
る
。
長
勝
寺
を
主
座
と
す
る
上
寺
の
南
側
奥
で
、
長

勝
寺
と
陽
光
院
の
間
に
あ
る
。
蟠
竜
山
と
号
し
、本
尊
は
釈
迦
如
来
で
あ
る
。

も
と
長
勝
寺
客
末
寺
と
さ
れ
る
。
開
山
は
梅
英
春
香
。
寺
録
は
一
〇
〇
石
の

寺
院
で
あ
る
。
享
禄
年
間
に
、
吉
田
村
（
賀
田
村
）
に
開
基
し
、
慶
長
年
間

に
弘
前
に
移
っ
て
き
た
と
い
う
。
開
山
祖
師
は
真
顚
寿
泉
、
開
基
檀
那
は
華

厳
春
公
と
い
う
が
詳
細
は
わ
か
ら
な
い⒆
。　

　
『
寺
社
領
分
限
帳
』
に
は
、
少
し
詳
し
く
隣
松
寺
の
記
事
が
あ
る
。

一
、
高
百
石　

有
高　
　
　
　

 
隣

本
寺
不
詳
長
勝
寺
配
下
蟠
龍
山

松
寺

　

信
政
公
貞
享
年
中
御
寄
附

一
、
慶
長
年
中
吉（

賀
）田

村
よ
り
当
時
江
移
、

一
、
御
廟
、
同
瑞
籬
、
同
塀

一
、
御
位
牌
堂

（
略
）

一
、
久
祥
院
様
御
膳
部　

御
紋
付
黒
塗
御
椀
皆
具
、
二
・
三

　
　

ノ
御
膳
、
御
飯
次
、
御
湯
次
、
信
政
公
寄
附
、　
　

一
通

一
、
御
通
膳　

右
同
断
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六

（
略
）

一
、
御
持
仏
堂　

本
尊
如
意
輪
観
音
壱
体
、
拾
壱
面
観
音
一
体
、

　
　
　
　
　

信
政
公
元
禄
五
年
八
月
御
寄
進
、

一
、
仮
名
書
法
華
経　

右
同
断
、　　
　
　

一
部

一
、
御
石
灯
籠　

信
政
公
元
禄
六
年
二
月
御
寄
附
、　
　
　

二

一
、
御
手
水
石　

右
同
断
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一　
⒇

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
当
時
隣
松
寺
は
長
勝
寺
の
配
下
で
石
高
が
百
石
の
寺
院

で
あ
っ
た
。
隣
松
寺
の
所
蔵
物
の
書
き
上
げ
の
中
に
「
一
、
仮
名
書
法
華
経

　

一
部
」
が
あ
り
、「
信
政
公
元
禄
五
年
八
月
御
寄
進
」
と
あ
り
、
弘
前
藩
第

四
代
藩
主
で
久
祥
院
の
子
で
あ
る
信
政
が
、
元
禄
五
年
に
寄
進
し
た
も
の
と

記
録
さ
れ
て
い
る
。

　

弘
前
藩
の
藩
庁
日
記
等
、
記
録
類
か
ら
、
延
宝
六
年
の
書
写
奉
納
記
事
は

見
い
だ
せ
な
い
。
延
宝
六
年
四
月
は
、
津
軽
信
政
は
江
戸
に
い
て
、
江
戸
か

ら
母
久
祥
院
に
豪
華
な
着
物
を
送
っ
た
り
し
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。

　

久
祥
院
の
生
涯
か
ら
、『
久
祥
院
殿
写
経
』
の
書
写
奉
納
の
年
代
を
改
め

て
確
認
す
る
。
久
祥
院
は
、
寛
永
七
年
（
一
六
三
〇
）
に
生
ま
れ
る
。
信
政

が
生
ま
れ
る
の
は
正
保
三
年
（
一
六
四
六
）
八
月
二
十
八
日
、
久
祥
院
十
七

歳
の
時
で
あ
る
。
明
暦
元
年
（
一
六
五
五
）
十
一
月
二
十
五
日
に
三
代
津
軽

信
義
が
江
戸
で
没
す
る
。
そ
の
時
信
義
は
三
十
七
歳
、久
祥
院
は
二
十
六
歳
、

信
政
は
十
歳
。
明
暦
二
年
（
一
六
五
六
）
二
月
二
日
に
、
十
一
歳
の
信
政
が

家
督
を
継
ぎ
、
四
代
藩
主
と
な
っ
た
。

　

隣
松
寺
で
伝
え
る
久
祥
院
が
隣
松
寺
へ
奉
納
し
た
延
宝
六
年（
一
六
七
八
）

四
月
八
日
と
い
う
時
期
は
、
久
祥
院
は
四
十
九
歳
、
信
政
は
三
十
三
歳
で
あ
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る
。
信
義
の
逝
去
の
年
と
は
年
代
が
合
わ
な
い
。
久
祥
院
が
何
か
発
願
し
て

行
っ
た
法
華
経
書
写
か
と
思
わ
れ
る
が
、
詳
し
い
事
情
は
、
今
の
と
こ
ろ
不

詳
で
あ
る
。

　

元
禄
五
年（
一
六
九
二
）四
月
四
日
、
久
祥
院
は
六
十
三
歳
で
亡
く
な
る
。

『
寺
社
領
分
限
帳
』
に
は
、
隣
松
寺
の
項
に
、「
護
持
仏
堂
（
本
尊　

如
意
輪

観
音
）」
を
、「
信
政
公
元
禄
五
年
八
月
御
寄
進
」
と
あ
り
、
さ
ら
に
「
仮
名

書
法
花
経
」
を
「
右
同
断
」
と
し
て
同
じ
時
の
も
の
と
し
て
い
る
。『
寺
社
領

分
限
帳
』
で
は
、
元
禄
五
年
八
月
に
、
息
子
の
信
政
が
隣
松
寺
に
寄
進
し
た

も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
記
事
か
ら
は
、
信
政
が
母
の
供
養
の
た
め
に
奉

納
し
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
信
政
が
母
の
供
養
の
た
め
に
制
作
し
た
可

能
性
も
考
え
ら
れ
な
く
は
な
い
が
、（
そ
の
場
合
、
書
写
者
は
不
詳
と
な
る

が
、）『
寺
社
領
分
限
帳
』で
奉
納
さ
れ
て
い
る
久
祥
院
関
係
の
品
々
の
中
に
、

「
御
碗
」
な
ど
の
所
持
物
と
思
わ
れ
る
品
物
も
確
認
さ
れ
る
た
め
、
延
宝
六

年
に
久
祥
院
が
書
写
し
、
護
持
し
て
い
た
経
本
を
、
没
後
に
信
政
が
寄
進
し

た
も
の
と
今
の
と
こ
ろ
考
え
て
お
き
た
い
。
現
在
は
こ
れ
以
上
、
具
体
的
な

徴
証
は
得
ら
れ
て
い
な
い
。
今
後
、
一
層
調
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か

に
し
て
い
き
た
い
。

　
　

七
、
お
わ
り
に

　

以
上
、
青
森
県
弘
前
市
に
所
在
す
る
隣
松
寺
蔵
『
久
祥
院
殿
写
経
』
に
つ

い
て
、
そ
の
意
義
を
検
討
し
て
き
た
。
久
祥
院
自
身
の
書
写
奉
納
で
あ
る
か

ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な
徴
証
は
な
い
も
の
の
、
三
代
藩
主
の
室
、

四
代
藩
主
母
の
久
祥
院
に
よ
る
書
写
と
す
れ
ば
、
女
性
の
書
写
経
と
し
て
貴

重
な
写
経
で
あ
る
。（
勿
論
、
久
祥
院
の
発
願
で
書
写
さ
せ
た
も
の
で
あ
っ

て
も
、
貴
重
で
あ
る
。）

　
『
久
祥
院
殿
写
経
』
は
、
本
文
が
経
名
と
一
部
漢
数
字
を
除
い
て
音
読
み

の
仮
名
書
き
で
あ
る
点
は
、
特
筆
さ
れ
る
。
版
経
な
ど
で
指
摘
さ
れ
て
い
る

全
文
音
読
み
の
仮
名
書
き
法
華
経
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
り
、
管
見
の
と
こ

ろ
類
例
を
み
な
い
。
な
お
本
文
の
精
査
、『
法
華
経
』
底
本
の
同
定
な
ど
に

つ
い
て
、
本
稿
で
は
考
察
が
至
ら
な
か
っ
た
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

 

⑴「
仮
名
書
き
法
華
経
」
に
つ
い
て
は
、
野
沢
勝
夫
『「
仮
名
書
き
法
華
経
」
研
究
序

説
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
六
年
）、
同
「
訓
経
に
非
ざ
る
「
仮
名
書
き
法
華
経
」

に
つ
い
て
―
「
翻
訳
仮
名
書
き
法
華
経
」
と
「
簡
約
仮
名
書
き
法
華
経
」
の
存
在

―
」（『
弘
前
学
院
大
学
文
学
部
紀
要
』
四
六
、
二
〇
一
〇
年
）、
同
「「
月
ヶ
瀬
本

仮
名
書
き
法
華
経
」
解
説
並
び
に
翻
字
（
一
）
〜
（
三
）」（『
弘
前
学
院
大
学
文
学

部
紀
要
』
四
七
〜
四
九
、
二
〇
一
一
〜
一
三
年
）、
同
「
日
本
語
資
料
と
し
て
の

「
仮
名
書
き
法
華
経
」
に
つ
い
て
―
国
語
国
文
学
会
講
演
「
要
旨
」
―
」（『
弘
学
大

語
文
』
三
四
、
二
〇
〇
八
年
）、
兜
木
正
亨
『
法
華
版
経
の
研
究
』（『
兜
木
正
亨
著

作
集
』
一
、
大
東
出
版
社
、
一
九
七
二
年
）、
中
田
祝
夫
『
妙
一
記
念
館
本
仮
名
書

き
法
華
経
〔
研
究
編
〕』（
霊
友
会
、
一
九
九
三
年
）、
同
『
足
利
本
仮
名
書
法
華
経

〔
影
印
篇
／
翻
字
編
／
索
引
篇
〕』（
勉
誠
社
、
一
九
七
四
年
／
一
九
七
七
年
、
鑁
阿

寺
蔵
本
元
徳
二
年
年
写
本
）、
萩
原
義
雄
『
西
来
寺
本
仮
名
書
き
法
華
経
〔
翻
字

編
〕』（
勉
誠
社
、
一
九
九
四
年
）、
田
島
毓
堂
『
仮
名
書
き
法
華
経
の
研
究
―
佼
成

図
書
館
蔵
法
華
経
和
歌
付
き (

影
印
篇)

』（
右
文
書
院
、
一
九
九
八
年
）、
同
「
法

華
経
訓
読
史
研
究
の
諸
問
題
」（『
名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集
』
一
二
四
、
一

九
九
六
年
三
月
）、
同
『
法
華
経
為
字
和
訓
の
研
究
』（
風
間
書
房
、
一
九
九
九

年
）、
大
坪
併
治
『
訓
点
語
の
研
究
』（
風
間
書
房
、
一
六
六
一
年
）、
川
瀬
一
馬

「
か
な
書
き
の
妙
法
蓮
華
経
」（『
日
本
書
誌
学
之
研
究
』
講
談
社
、
一
九
四
二

年
）、
禿
氏
祐
祥
「
法
華
経
の
訓
経
に
つ
い
て
」（『
龍
谷
史
談
』
三
二
、
一
九
四
九

年
一
二
月
）、
柴
佳
世
乃
「
法
華
経
の
訓
読
―
仙
岳
院
蔵
〈
仮
名
書
き
法
華
経
〉
―
」

（『
宝
鏡
寺
蔵
妙
法
天
神
経
解
釈
全
注
釈
と
研
究
』
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
一
年
）、
柏

谷
直
樹
「
摩
尼
園
蔵
版
本
「
仮
名
書
き
法
華
経
」
に
つ
い
て
」（『
国
語
学
論
集
』

築
島
裕
博
士
傘
寿
記
念
会
、
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
五
年
）、
恋
田
知
子
「（
翻
刻
）

陽
明
文
庫
蔵
「
道
書
類
」
の
紹
介
（
十
三
）
―
『〔
仮
名
書
き
法
華
経
〕
巻
第
七
』

翻
刻
・
略
解
題
」（『
三
田
国
文
』
五
七
、
二
〇
一
三
年
）
な
ど
を
参
照
し
た
。
ま
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た
筆
者
は
こ
れ
ま
で
『
法
華
経
』
の
談
義
書
に
つ
い
て
様
々
な
検
討
を
行
っ
て
き

た
。
拙
稿
に
、「
法
華
経
注
釈
書
の
位
相
│
『
轍
塵
抄
』
の
「
訓
読
之
志
」
を
端
緒

と
し
て
│
」（『
仏
教
文
学
』
二
四
、
二
〇
〇
〇
年
三
月
）、「
経
典
の
注
釈
│
談
義

所
に
お
け
る
学
問
の
継
承
と
再
生
産
│
」（『
日
本
文
学
』
五
四
、
二
〇
〇
五
年
七

月
）、「
天
台
仏
教
と
古
典
文
学
」（『
天
台
学
探
尋
│
日
本
の
文
化
・
思
想
の
核
心

を
探
る
│
』
法
蔵
館
、
二
〇
一
四
年
）、「
法
華
経
の
講
会
・
論
義
・
談
義
書
」

（『
法
華
経
と
日
蓮
』
シ
リ
ー
ズ
日
蓮
１
、
春
秋
社
、
二
〇
一
四
年
）
な
ど
が
あ
る
。

⑵
弘
前
藩
主
や
久
祥
院
に
つ
い
て
は
、
長
谷
川
成
一
『
弘
前
藩
』（
日
本
歴
史
叢
書
、

吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
四
年
）、
本
田
伸
『
弘
前
藩
』（
シ
リ
ー
ズ
藩
物
語
、
現
代

書
館
、
二
〇
〇
八
年
）、
長
谷
川
成
一
『
津
軽
藩
の
基
礎
的
研
究
』（
国
書
刊
行

会
、
一
九
八
四
年
）、
黒
滝
十
二
郎
『
弘
前
藩
政
の
諸
問
題
』（
北
方
新
社
、
一
九

九
七
年
）、『
青
森
県
史　

資
料
編　

近
世
１　

近
世
北
奥
の
成
立
と
北
方
世
界
』

（
青
森
県
、
二
〇
〇
一
年
）、『
青
森
県
史　

資
料
編　

近
世
２　

前
期
津
軽
領
』

（
青
森
県
、
二
〇
〇
二
年
）、『
新
編
弘
前
市
史　

資
料
編
２　

近
世
編
１
』（
弘
前

市　

一
九
九
六
年
）、『
新
編
弘
前
市
史　

資
料
編
３　

近
世
編
２
』（
弘
前
市　

二

〇
〇
〇
年
）、『
新
編
弘
前
市
史　

通
史
編
２　

近
世
編
１
』（
弘
前
市
、
二
〇
〇
二

年
）、
坂
本
寿
夫
『
弘
前
藩
記
事
』
一
〜
四　

津
軽
近
世
史
料
（
北
方
新
社
、
一
九

八
七
〜
九
二
年
）、『
目
で
見
る
津
軽
の
歴
史
』（
弘
前
市
立
博
物
館
、
一
九
八
〇

年
）、『
津
軽
家
の
名
品
』
展
示
図
録
（
弘
前
市
立
博
物
館
、
一
九
八
九
年
）、『
図

説　

青
森
県
の
歴
史
』（
河
出
書
房
新
社
、
一
九
九
一
年
）、『
図
説　

弘
前
・
黒

石
・
中
南
津
軽
の
歴
史
』（
郷
土
出
版
、
二
〇
〇
六
年
）
な
ど
を
参
照
し
た
。
ま
た

一
々
に
記
さ
な
い
が
、
長
谷
川
成
一
氏
、
鶴
巻
秀
樹
氏
、
小
石
川
透
氏
に
御
教
示

を
得
た
。

⑶『
青
森
県
の
文
化
財
』（
青
森
県
教
育
委
員
会
、
一
九
九
七
年
）
に
よ
る
。

⑷「
久
祥
院
殿
位
牌
堂
」
に
つ
い
て
は
、
同
『
青
森
県
の
文
化
財
』
に
、「
県
重
宝
／

〈
江
戸
時
代
中
期　

元
禄
年
間
（
一
六
八
八
〜
一
七
〇
三
）〉」
と
し
て
以
下
の
よ
う

に
解
説
す
る
。

　

こ
の
位
牌
堂
は
、
元
禄
年
間
（
一
六
八
八
〜
一
七
〇
三
）
に
津
軽
四
代
藩
主

信
政
が
、
実
母
久
祥
院
殿
の
た
め
に
菩
提
寺
隣
松
寺
に
寄
進
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

台
座
の
上
に
置
か
れ
た
建
築
型
一
間
厨
子
の
形
を
取
っ
て
お
り
、
宝
形
造
木

瓦
葺
の
屋
根
の
正
面
に
は
軒の

き

唐か
ら

破は

風ふ

を
付
け
て
、
屋
根
の
頂
上
に
は
露
盤
宝
珠

を
載
せ
て
い
る
。

　

全
体
に
黒
漆
が
塗
ら
れ
、
細
部
に
付
け
ら
れ
た
金
具
や
細
工
物
に
特
徴
が
あ

り
、
細
木
を
組
み
合
わ
せ
た
内
部
の
格
天
井
な
ど
、
凝
っ
た
造
り
で
あ
り
、
地

方
色
豊
か
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

⑸
第
一
冊
の
翻
刻
・
入
力
に
際
し
て
は
、
白
川
亜
依
氏
の
協
力
を
得
た
。
な
お
第
二

冊
に
つ
い
て
は
、
渡
辺
麻
里
子
「
隣
松
寺
蔵
『
久
祥
院
殿
写
経
』（
仮
名
書
き
法
華

経
）
に
つ
い
て
│
【
翻
刻
】
隣
松
寺
蔵
『
久
祥
院
殿
写
経
』
第
二
冊
（
譬
喩
品
第

三
・
信
解
品
第
四
）│
」（『
弘
前
大
学
国
語
国
文
学
』
三
八
、
二
〇
一
七
年
三
月
）

に
翻
刻
を
掲
載
し
た
。
第
三
冊
〜
八
冊
に
つ
い
て
は
別
稿
と
す
る
。

⑹
界
線
は
、
全
体
が
銀
泥
で
引
か
れ
る
が
、
第
一
冊
の
冒
頭
、
第
二
冊
の
冒
頭
一
丁

な
ど
に
限
り
、
一
部
墨
書
の
箇
所
が
あ
る
。

⑺
本
文
は
、『
法
華
経
』
上
（
岩
波
文
庫
）
に
よ
る
。

⑻
本
文
は
、『
新
国
訳
大
蔵
経　

無
量
義
経
・
法
華
経
上
』（
大
蔵
出
版
）
に
よ
る
。

⑼
本
文
は
、
中
田
祝
夫
『
足
利
本
仮
名
書
き
法
華
経　

翻
字
篇
』（
前
掲
注
１
）
に
よ
る
。

⑽
本
文
は
、
萩
原
義
雄
編
『
西
来
寺
蔵　

仮
名
書
き
法
華
経　

翻
字
篇
』（
前
掲
注

１
）
に
よ
る
。

⑾「
版
経
音
よ
み
仮
名
本
『
法
華
経
』
巻
一
」
冒
頭
の
本
文
は
、
兜
木
正
亨
『
法
華
版

経
の
研
究
』
の
「
仮
名
本
法
華
経
」
の
章
（
前
掲
注
１
）
よ
り
引
用
し
た
。

⑿
野
沢
勝
夫
「
訓
経
に
非
ざ
る
「
仮
名
書
き
法
華
経
」
に
つ
い
て
」（
前
掲
注
１
）
に

よ
る
。

⒀
野
沢
氏
は
、
前
掲
注
１
の
論
考
で
、
①
〜
⑥
の
他
に
、
一
品
以
上
の
分
量
は
な
い

も
の
の
、
同
じ
グ
ル
ー
プ
に
認
め
ら
れ
る
も
の
を
「
仮
名
法
華
経
切
れ
」
と
し

て
、
五
点
を
紹
介
す
る
。

⒁
本
文
は
、
小
松
茂
美
『
古
筆
学
大
成
』
二
五
（
講
談
社
、
一
九
九
三
年
）
に
よ
る
。

⒂『
法
華
経
』
本
文
は
、
岩
波
文
庫
本
に
よ
る
。

⒃
大
平
祥
弥
氏
の
御
教
示
に
よ
る
。
大
平
祥
弥
「
元
禄
の
弘
前
藩
士　

添
田
儀
左
衛

門
貞
俊
論
」（
平
成
二
十
六
年
度
卒
業
研
究
）
に
詳
し
い
。

⒄
『
奥
富
士
物
語
』
七
。
久
祥
院
が
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
に
亡
く
な
っ
た
こ
と

に
関
す
る
記
事
。
本
文
は
、『
新
編
青
森
県
叢
書
』
六
（
歴
史
図
書
社
、
一
九
七
三

年
）
二
四
二
頁
に
よ
る
。

⒅『
津
軽
編
覧
日
記
』
二　

明
暦
元
年
十
一
月
二
十
五
日
条
に
よ
る
。
本
文
は
、『
新

編　

弘
前
市
史
』
資
料
編
２　

近
世
編
１
、
三
二
一
頁
（
一
九
九
六
年
）
に
よ
っ
た
。
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⒆
隣
松
寺
に
つ
い
て
は
『
青
森
県
の
地
名
』、『
曹
洞
諸
寺
院
縁
起
志
』（『
新
編
弘
前

市
史
』
資
料
編
３
（
近
世
編
２
））
な
ど
を
参
照
し
た
。

⒇『
寺
社
領
分
限
帳
』（『
新
編
弘
前
市
史
』
資
料
編
３
・
近
世
編
２
、
二
〇
〇
〇
年
）

に
よ
る
。

【
付
記
】

　
　

久
祥
院
写
経
の
調
査
お
よ
び
撮
影
に
つ
い
て
、
隣
松
寺
御
住
職
様
に
は
ご
許
可

を
賜
り
、
久
祥
院
に
つ
い
て
も
様
々
に
ご
教
示
い
た
だ
き
ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
久
祥
院
写
経
や
藩
主
信
義
・
信
枚
な
ど
に
つ
い
て
、

長
谷
川
成
一
氏
、
小
石
川
透
氏
、
鶴
巻
秀
樹
氏
に
は
、
ご
教
示
を
多
々
賜
り
ま
し

た
。
略
儀
な
が
ら
、
こ
こ
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

【
翻
刻
】
隣
松
寺
蔵
『
久
祥
院
殿
写
経
』
第
一
冊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
序
品
第
一
・
方
便
品
第
二
）

〔
凡
例
〕

・
底
本
は
、
隣
松
寺
蔵
『
久
祥
院
写
経
』
写
八
冊
を
用
い
る
。

・
改
行
は
原
典
の
ま
ま
に
し
、
丁
数
を
「　

』（
１
オ
）」
な
ど
の
形
で
示
し
た
。

・
朱
書
の
句
点
は
「
。」、
見
出
点
の
朱
書
の
○
は
「
○
」、
見
出
点
の
朱
書
の
三
点
は

「
△
」
と
し
て
表
記
し
た
。

妙
法
蓮
華
経　
　

第
一

〔
表
紙
〕

〔
第
一
・
序
品
〕

　

妙
法
蓮
華
経
じ
よ
ほ
ん
だ
い
一

　

に
よ
ぜ
が
も
ん
。
一
じ
ぶ
つ
ぢ
う
。
わ
う
し
や
じ
や
う
。
ぎ

　

し
や
く
つ
せ
ん
ぢ
う
。
よ
だ
い
び
く
し
ゆ
。
ま
ん
二
せ
ん
に
ん

　

く
。
か
い
ぜ
あ
ら
か
ん
。
し
よ
ろ
い
じ
ん
。
む
ぶ
ぼ
ん
な
う
。

　

た
い
と
く
こ
り
。
じ
ん
し
よ
う
け
つ
。
し
ん
と
く
じ
ざ
い
。

　

ご
み
や
う
わ
つ
。
あ
に
や
け
う
ぢ
ん
に
よ
。
ま
か
か
せ
う
。 

』（
１
オ
）

　

う
る
び
ん
ら
か
せ
う
。
が
や
か
せ
う
。
な
だ
い
か
せ
う
。
し
や
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り
ほ
つ
。
だ
い
も
く
け
ん
れ
ん
。
ま
か
か
せ
ん
ゑ
ん
。
あ
ぬ
る
だ
。

　

こ
う
ひ
ん
な
。
け
う
ぼ
ん
は
だ
い
。
り
は
だ
。
ひ
つ
り
や
う
か
ば

　

し
や
。
は
く
ら
。
ま
か
く
ち
ら
。
な
ん
だ
。
そ
ん
だ
ら
な
ん
だ
。

　

ふ
る
な
。
み
た
ら
に
し
。
し
ゆ
ぼ
だ
い
。
あ
な
ん
。
ら
ご
ら
。
に
よ

　

ぜ
し
ゆ
。
し
よ
ち
し
き
。
だ
い
あ
ら
か
ん
と
う
。
ぶ
う
か
く 

』（
１
ウ
）

　

む
が
く
。
二
せ
ん
に
ん
。
ま
か
は
じ
や
は
だ
い
び
く
に
。
よ
け
ん

　

ぞ
く
六
せ
ん
に
ん
く
。
ら
ご
ら
も
。
や
し
ゆ
た
ら
び
く
に
。

　

や
く
よ
け
ん
ぞ
く
く
。
ぼ
さ
つ
ま
か
さ
つ
。
八
ま
ん
に
ん
。
か
い
お

　

あ
の
く
た
ら
。
三
み
や
く
さ
ん
ぼ
だ
い
。
ふ
た
い
て
ん
。
か
い
と
く

　

だ
ら
に
。
げ
う
ぜ
つ
べ
ん
ざ
い
。
て
ん
ふ
た
い
て
ん
ほ
う
り
ん
。

　

く
や
う
ひ
り
や
う
。
百
千
し
よ
ふ
つ
。
お
し
よ
ぶ
つ
し
よ
。 

』（
２
オ
）

　

じ
き
し
ゆ
と
く
ほ
ん
。
じ
や
う
ゐ
し
よ
ぶ
つ
。
し
し
よ
せ
う

　

だ
ん
。
い
じ
し
ゆ
し
ん
。
ぜ
ん
に
う
ぶ
つ
ゑ
。
つ
う
だ
つ
だ
い

　

ち
。
た
う
お
ひ
が
ん
。
み
や
う
せ
う
ふ
も
ん
。
む
り
や
う
せ
か
い
。

　

の
う
ど
む
し
ゆ
。
百
千
し
ゆ
じ
や
う
。
ご
み
や
う
わ
つ
。
も
ん

　

じ
ゆ
し
り
ぼ
さ
つ
。
く
は
ん
ぜ
を
ん
ぼ
さ
つ
。
と
く
だ
い
せ
い

　

ぼ
さ
つ
。
じ
や
う
し
や
う
じ
ん
ぼ
さ
つ
。
ふ
く
そ
く
ぼ
さ
つ
。 
』（
２
ウ
）

　

ほ
う
し
や
う
ぼ
さ
つ
。
や
く
わ
う
ぼ
さ
つ
。
ゆ
ぜ
ぼ
さ
つ
。

　

ほ
う
ぐ
は
つ
ぼ
さ
つ
。
ぐ
は
つ
く
は
う
ぼ
さ
つ
。
ま
ん
ぐ
は
つ
ぼ

　

さ
つ
。
だ
い
り
き
ほ
さ
つ
。
む
り
や
う
り
き
ぼ
さ
つ
。
お
つ

　

三
が
い
ぼ
さ
つ
。
ば
つ
だ
ば
ら
ぼ
さ
つ
。
み
ろ
く
ぼ
さ
つ
。

　

ほ
う
し
や
く
ぼ
さ
つ
。
だ
う
し
ぼ
さ
つ
。
に
よ
ぜ
と
う
ぼ

　

さ
つ
ま
か
さ
つ
。
八
ま
ん
に
ん
く
。
に
じ
し
や
く
だ
い
く
は
ん 

』（
３
オ
）

　

ゐ
ん
。
よ
ご
け
ん
ぞ
く
。
二
ま
ん
て
ん
し
く
。
ぶ
う
み
や
う
ぐ
は
つ

　

て
ん
し
。
ふ
か
う
て
ん
し
。
ほ
う
く
は
う
て
ん
し
。
四
だ
い
て
ん

　

わ
う
。
よ
ご
け
ん
ぞ
く
。
ま
ん
て
ん
し
く
。
じ
ざ
い
て
ん
し
。

　

だ
い
じ
ざ
い
て
ん
し
。
よ
ご
け
ん
ぞ
く
。
三
ま
ん
て
ん
し
く
。

　

し
や
ば
せ
か
い
し
ゆ
。
ぼ
ん
で
ん
わ
う
。
し
き
だ
い
ぼ
ん
。
く
は
う

　

み
や
う
だ
い
ぼ
ん
と
う
。
よ
ご
け
ん
ぞ
く
。
ま
ん
二
千
て
ん
し 

』（
３
ウ
）

　

く
。
う
八
り
う
わ
う
。
な
ん
だ
り
う
わ
う
。
ば
つ
な
ん
だ
り
う

　

わ
う
。
し
や
か
ら
り
う
わ
う
。
わ
し
ゆ
き
つ
り
う
わ
う
。

　

と
く
し
や
か
り
う
わ
う
。
あ
な
ば
だ
つ
た
り
う
わ
う
。
ま

　

な
し
り
う
わ
う
。
う
は
つ
ら
り
う
わ
う
と
う
。
か
く
よ
に
や
く

　

か
ん
。
百
千
け
ん
ぞ
く
く
。
う
し
き
ん
な
ら
わ
う
。
ほ
う

　

き
ん
な
ら
わ
う
。
め
う
ほ
う
き
ん
な
ら
わ
う
。
だ
い
ほ
う 

』（
４
オ
）

　

き
ん
な
ら
わ
う
。
ぢ
ほ
う
き
ん
な
ら
わ
う
。
か
く
よ
に
や
く

　

か
ん
。
百
千
け
ん
ぞ
く
く
。
う
し
け
ん
だ
つ
ば
わ
う
。
が
く
け
ん

　

だ
つ
ば
わ
う
。
が
く
を
ん
け
ん
だ
つ
ば
わ
う
。
み
け
ん
だ
つ

　

ば
わ
う
。
み
を
ん
け
ん
だ
つ
ば
わ
う
。
か
く
よ
に
や
く
か
ん
。

　

百
千
け
ん
ぞ
く
く
。
う
し
あ
し
ゆ
ら
わ
う
。
は
ち
あ
し
ゆ
ら

　

わ
う
。
か
ら
こ
ん
だ
あ
し
ゆ
ら
わ
う
。
び
ま
し
つ
た
ら
あ
し
ゆ 

』（
４
ウ
）

　

ら
わ
う
。
ら
ご
あ
し
ゆ
ら
わ
う
。
か
く
よ
に
や
く
か
ん
。
百
千

　

け
ん
ぞ
く
く
。
う
し
か
る
ら
わ
う
。
だ
い
ゐ
と
く
か
る
ら
わ
う
。

　

だ
い
し
ん
か
る
ら
わ
う
。
だ
い
ま
ん
か
る
ら
わ
う
。
に
よ
い

　

か
る
ら
わ
う
。
か
く
よ
に
や
く
か
ん
。
百
千
け
ん
ぞ
く
く
。
ゐ

　

だ
い
け
し
。
あ
じ
や
せ
わ
う
。
よ
に
や
く
か
ん
。
百
千
け
ん

　

ぞ
く
く
。
か
く
ら
い
ぶ
つ
そ
く
。
た
い
ざ
一
め
ん
。
に
じ
せ
そ
ん
。』（
５
オ
）

　

四
し
ゆ
ゐ
ね
う
。
く
や
う
く
ぎ
や
う
。
そ
ん
ぢ
う
さ
ん
だ
ん
。

　

ゐ
し
よ
ぼ
さ
つ
。
せ
つ
だ
い
ぜ
う
き
や
う
。
み
や
う
む
り
や
う
ぎ
。

　

け
う
ぼ
さ
つ
ほ
う
。
ぶ
つ
し
よ
ご
ね
ん
。
ぶ
つ
せ
つ
し
き
や
う



（20）

　

い
。
け
つ
か
ふ
ざ
。
に
う
お
む
り
や
う
。
ぎ
し
よ
ざ
ん
ま
い
。
し
ん
ぐ

　

ふ
ど
う
。
ぜ
じ
て
ん
う
。
ま
ん
だ
ら
け
。
ま
か
ま
ん
だ
ら
け
。

　

ま
ん
じ
ゆ
し
や
け
。
ま
か
ま
ん
じ
ゆ
し
や
け
。
に
さ
ん
ぶ
つ 

』（
５
ウ
）

　

じ
や
う
。
ぎ
つ
し
よ
だ
い
し
ゆ
。
ふ
ぶ
つ
せ
か
い
。
六
し
ゆ
し
ん

　

ど
う
。
に
じ
ゑ
ち
う
。
び
く
び
く
に
。
う
ば
そ
く
う
ば
い
。
て
ん

　

り
う
や
し
や
。
け
ん
だ
つ
ば
。
あ
し
ゆ
ら
。
か
る
ら
。
き
ん
な
ら
。

　

ま
ご
ら
が
。
に
ん
ひ
に
ん
。
ぎ
つ
し
よ
せ
う
わ
う
。
て
ん
り
ん
じ
や
う

　

わ
う
。
ぜ
し
よ
だ
い
し
ゆ
。
と
く
み
ぞ
う
う
。
く
は
ん
ぎ
が
つ

　

し
や
う
。
一
し
ん
く
は
ん
ぶ
つ
。
に
し
ぶ
つ
は
う
。
み
け
ん
び
や
く 

』（
６
オ
）

　

が
う
さ
う
く
は
う
。
せ
う
と
う
ば
う
。
ま
ん
八
千
せ
か
い
。
み
ふ

　

し
ゆ
へ
ん
。
げ
し
あ
び
ぢ
ご
く
。
じ
や
う
し
あ
か
に
だ
て
ん
。

　

お
し
せ
か
い
。
じ
ん
け
ん
ひ
ど
。
六
し
ゆ
〳
〵
じ
や
う
。
う
け
ん

　

ひ
ど
。
げ
ん
ざ
い
し
よ
ぶ
つ
。
ぎ
う
も
ん
し
よ
ぶ
つ
。
し
よ

　

せ
つ
き
や
う
ぼ
う
。
び
や
う
け
ん
ひ
し
よ
。
び
く
び
く
に
。
う
ば

　

そ
く
う
ば
い
。
し
よ
し
ゆ
ぎ
や
う
と
く
ど
し
や
。
ぶ
け
ん 

』（
６
ウ
）

　

し
よ
ぼ
さ
つ
。
ま
か
さ
つ
。
し
ゆ
〴
〵
ゐ
ん
え
ん
。
し
ゆ
〴
〵

　

し
ん
げ
。
し
ゆ
〴
〵
さ
う
め
う
。
ぎ
や
う
ぼ
さ
つ
だ
う
。
ぶ
け
ん

　

し
よ
ぶ
つ
。
は
つ
ね
は
ん
し
や
。
ぶ
け
ん
し
よ
ぶ
つ
。
は
つ

　

ね
は
ん
ご
。
い
ぶ
つ
し
や
り
。
き
し
つ
ほ
う
た
う
。
に
じ
み

　

ろ
く
ぼ
さ
つ
。
さ
ぜ
ね
ん
。
こ
ん
し
や
せ
そ
ん
。
げ
ん
じ
ん
べ
ん

　

さ
う
。
い
が
ゐ
ん
え
ん
。
に
う
し
ず
い
。
こ
ん
ぶ
つ
せ
そ
ん
。 

』（
７
オ
）

　

に
う
う
ざ
ん
ま
い
。
ぜ
ふ
か
し
ぎ
。
げ
ん
け
う
じ
。
た
う
い

　

も
ん
す
い
。
す
い
の
う
た
う
し
や
。
ぶ
さ
し
ね
ん
。
ぜ
も
ん

　

じ
ゆ
し
り
。
ほ
う
わ
う
し
し
。
い
ぞ
う
し
ん
ご
ん
。
く
や
う

　

く
は
こ
。
む
り
や
う
し
よ
ぶ
つ
。
ひ
つ
お
う
け
ん
し
。
け
う

　

し
さ
う
。
が
こ
ん
た
う
も
ん
。
に
じ
び
く
び
く
に
。
う
ば

　

そ
く
う
ば
い
。
ぎ
つ
し
よ
て
ん
り
う
き
じ
ん
と
う
。
げ
ん 

』（
７
ウ
）

　

さ
し
ね
ん
。
ぜ
ぶ
つ
く
は
う
み
や
う
。
じ
ん
づ
う
し
さ
う
。

　

こ
ん
た
う
も
ん
す
い
。
に
じ
み
ろ
く
ぼ
さ
つ
。
よ
く
じ

　

け
つ
ぎ
。
う
く
は
ん
四
し
ゆ
。
び
く
び
く
に
。
う
ば
そ
く
う
ば
い
。

　

ぎ
つ
し
よ
て
ん
り
う
。
き
じ
ん
と
う
。
し
ゆ
ゑ
し
し
ん
。
に

　

も
ん
〳
〵
じ
ゆ
し
り
ご
ん
。
い
が
ゐ
ん
え
ん
。
に
う
し
ず
い
。

　

じ
ん
づ
う
し
さ
う
。
は
う
だ
い
く
は
う
み
や
う
。
せ
う
う 

』（
８
オ
）

　

と
う
ば
う
。
ま
ん
八
せ
ん
ど
。
し
つ
け
ん
ひ
ぶ
つ
。
こ
く
か
い

　

し
や
う
ご
ん
お
ぜ
み
ろ
く
ぼ
さ
つ
。
よ
く
ぢ
う
せ
ん

　

し
ぎ
。
い
げ
も
ん
わ
つ

△
も
ん
じ
ゆ
し
り　

だ
う
し
が
こ　

み
け
ん
び
や
く

　

が
う　

だ
い
く
は
う
ふ
せ
う　

う
ま
ん
だ
ら　

ま
ん
じ
ゆ

　

し
や
け　

せ
ん
だ
ん
か
う
ふ
う　

ゑ
つ
か
し
ゆ
し
ん 

』（
８
ウ
）

　

い
ぜ
ゐ
ん
え
ん　

ぢ
う
い
ご
ん
じ
や
う　

に
し
せ
か
い　

六
し
ゆ

　

し
ん
だ
う　

じ
四
ぶ
し
ゆ　

げ
ん
か
い
く
は
ん
ぎ　

し
ん
い

　

け
ね
ん　

と
く
み
ぞ
う
う　

み
け
ん
く
は
う
み
や
う

　

せ
う
う
と
う
ば
う　

ま
ん
八
千
ど　

か
い
に
よ
こ
ん

　

じ
き　

じ
う
あ
ひ
こ
く　

じ
や
う
し
う
ち
や
う　

し
よ

　

せ
か
い
ち
う　

六
だ
う
し
ゆ
じ
や
う　

し
や
う
じ
し
よ 

』（
９
オ
）

　

し
ゆ　

ぜ
ん
あ
く
ご
う
ゑ
ん　

じ
ゆ
ほ
う
か
う
じ
ゆ　

お
し

　

し
つ
け
ん　

う
と
し
よ
ぶ
つ　

し
や
う
じ
ゆ
し
じ　

ゑ
ん

　

ぜ
つ
き
や
う
で
ん　

み
め
う
だ
い
一　

ご
し
や
う
し
や
う
〴
〵

　

し
ゆ
つ
に
う
な
ん
を
ん　

け
う
し
よ
ぼ
さ
つ　

む
し
ゆ

　

お
く
ま
ん　

ぼ
ん
を
ん
じ
ん
め
う　

り
や
う
に
ん
げ
う
も
ん　
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か
く
お
せ
か
い　

か
う
ぜ
つ
し
や
う
ぼ
う　

し
ゆ
〴
〵
ゐ
ん 

』（
９
ウ
）

　

え
ん　

い
む
り
や
う
ゆ　

せ
う
み
や
う
ぶ
つ
ほ
う　

か
い
ご

　

し
ゆ
じ
や
う　

に
や
く
に
ん
さ
う
ぐ　

ゑ
ん
ら
う
び
や
う

　

し　

ゐ
せ
つ
ね
は
ん　

じ
ん
し
よ
く
さ
い　

に
や
く

　

に
ん
う
ぶ
く　

ぞ
う
く
や
う
ぶ
つ　

し
ぐ
せ
う
ば
う

　

ゐ
せ
つ
え
ん
が
く　

に
や
く
う
ぶ
つ
し　

し
ゆ
〴
〵

　

し
ゆ
ぎ
や
う　

ぐ
む
じ
や
う
ゑ　

ゐ
せ
つ
じ
や
う
だ
う 

』（
10
オ
）

　

も
ん
じ
ゆ
し
り　

が
ぢ
う
お
し　

け
ん
も
ん
に
や
く

　

し　

ぎ
う
せ
ん
お
く
じ　

に
よ
ぜ
し
ゆ
た　

こ
ん
た
う

　

り
や
く
せ
つ　

が
け
ん
ひ
ど　

ご
う
じ
や
ぼ
さ
つ　

　

し
ゆ
〴
〵
ゐ
ん
え
ん　

に
ぐ
ぶ
つ
だ
う　

わ
く
う
ぎ
や
う

　

せ　

こ
ん
〴
〵
さ
ん
ご　

し
ん
じ
ゆ
ま
に　

し
や
こ
め

　

な
う　

こ
ん
が
う
し
よ
ち
ん　

ぬ
び
し
や
ぜ
う　

ほ
う 

』（
10
ウ
）

　

じ
き
れ
ん
よ　

く
は
ん
ぎ
ふ
せ　

ゑ
か
う
ぶ
つ
だ
う

　

ぐ
は
ん
と
く
ぜ
ぜ
う　

三
が
い
だ
い
一　

し
よ
ぶ
つ
し
よ

　

た
ん　

わ
く
う
ぼ
さ
つ　

し
め
ほ
う
し
や　

ら
ん

　

じ
ゆ
ん
け
か
い　

か
ん
じ
き
ふ
せ　

ぶ
け
ん
ぼ
さ
つ　

し
ん

　

に
く
し
ゆ
そ
く　

ぎ
う
さ
い
し
せ　

ぐ
む
じ
や
う
だ
う　

　

う
け
ん
ぼ
さ
つ　

づ
も
く
し
ん
だ
い　

ご
ん
げ
う
せ 

』（
11
オ
）

　

よ　

ぐ
ぶ
つ
ち
ゑ　

も
ん
じ
ゆ
し
り　

が
け
ん
し
よ

　

わ
う　

わ
う
け
い
ぶ
つ
し
よ　

も
ん
む
じ
や
う
だ
う　

べ
ん

　

し
や
ら
く
ど　

く
う
で
ん
し
ん
ぜ
う　

た
い
ぢ
よ

　

し
ゆ
ほ
つ　

に
ひ
ほ
う
ぶ
く　

わ
く
け
ん
ぼ
さ
つ　

　

に
さ
び
く　

ど
く
し
よ
け
ん
じ
や
う　

げ
う
し
や
き
や
う

　

で
ん　

う
け
ん
ぼ
さ
つ　

ゆ
み
や
う
し
や
う
じ
ん　

に
う
お 

』（
11
ウ
）

　

じ
ん
せ
ん　

し
ゆ
い
ぶ
つ
だ
う　

う
け
ん
り
よ
く　

　

じ
や
う
し
よ
く
う
げ
ん　

じ
ん
し
ゆ
ぜ
ん
で
う　

と
く
五

　

じ
ん
づ
う　

う
け
ん
ぼ
さ
つ　

あ
ん
ぜ
ん
が
つ
し
や
う　

　

い
せ
ん
ま
ん
げ　

さ
ん
し
よ
ほ
う
わ
う　

ぶ
け
ん
ぼ
さ
つ　

　

ち
じ
ん
し
こ　

の
う
も
ん
し
よ
ぶ
つ　

も
ん
し
つ

　

じ
ゆ
ぢ　

う
け
ん
ぶ
つ
し　

で
う
ゑ
ぐ
そ
く　

い
む 

』（
12
オ
）

　

り
や
う
ゆ　

ゐ
し
ゆ
か
う
ぼ
う　

ご
ん
げ
う
せ
つ
ほ
う

　

け
し
よ
ぼ
さ
つ　

は
ま
ひ
や
う
し
ゆ　

に
き
や
く
ほ
つ

　

く　

う
け
ん
ぼ
さ
つ　

じ
や
く
ね
ん
ゑ
ん
も
く　

て
ん

　

り
う
く
ぎ
や
う　

ふ
い
ゐ
き　

う
け
ん
ぼ
さ
つ　

　

し
よ
り
ん
は
う
く
は
う　

さ
い
ぢ
ご
く
く　

り
や
う
に
う

　

ぶ
つ
だ
う　

う
け
ん
ぶ
つ
し　

み
し
や
う
す
い
め
ん 

』（
12
ウ
）

　

き
や
う
〴
〵
り
ん
ぢ
う　

ご
ん
ぐ
ぶ
つ
だ
う　

う
け
ん

　

ぐ
か
い　

ゐ
ぎ
む
け
つ　

じ
や
う
に
よ
ほ
う
じ
ゆ　

　

い
ぐ
ぶ
つ
だ
う　

う
け
ん
ぶ
つ
し　

ぢ
う
に
ん
に
く

　

り
き　

ぞ
う
じ
や
う
ま
ん
に
ん　

お
め
す
い
ち
や
う　

か
い

　

し
つ
の
う
に
ん　

い
ぐ
ぶ
つ
だ
う　

う
け
ん
ぼ
さ
つ　

　

り
し
よ
け
せ
う　

ぎ
つ
ち
け
ん
ぞ
く　

し
ん
ご
ん
ち 

』（
13
オ
）

　

し
や　

一
し
ん
ぢ
よ
ら
ん　

せ
う
ね
ん
せ
ん
り
ん　

　

お
く
せ
ん
ま
ん
ざ
い　

い
ぐ
ぶ
つ
だ
う　

わ
く
け
ん
ぼ

　

さ
つ　

け
う
ぜ
ん
お
ん
じ
き　

百
し
ゆ
た
う
や
く　

　

せ
ぶ
つ
ぎ
つ
そ
う　

み
や
う
ゑ
じ
や
う
ぶ
く　

け
ぢ
き

　

千
ま
ん　

わ
く
む
げ
ゑ　

せ
ぶ
つ
ぎ
つ
そ
う　

千

　

ま
ん
お
く
し
ゆ　

せ
ん
だ
ん
ほ
う
し
や　

し
ゆ
め
う 

』（
13
ウ
）

　

ぐ
は
ぐ　

せ
ぶ
つ
ぎ
つ
そ
う　

し
や
う
〴
〵
を
ん
り
ん　
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け
く
は
む
じ
や
う　

る
せ
ん
よ
く
ち　

せ
ふ
つ
ぎ
つ

　

そ
う　

に
よ
ぜ
と
う
せ　

し
ゆ
〴
〵
み
め
う　

く
は
ん

　

ぎ
む
え
ん　

ぐ
む
じ
や
う
だ
う　

わ
く
う
ぼ
さ
つ　

　

せ
つ
じ
や
く
め
つ
ほ
う　

し
ゆ
〴
〵
け
う
せ
う　

む
し
ゆ
〳
〵

　

じ
や
う　

わ
く
け
ん
ぼ
さ
つ　

く
は
ん
し
よ
ほ
つ
し
や
う 

』（
14
オ
）

　

む
う
二
さ
う　

ゆ
に
よ
こ
く
う　

う
け
ん
ぶ
つ

　

し　

し
ん
む
し
よ
ぢ
や
く　

い
し
め
う
え　

ぐ
む
じ
や
う

　

だ
う　

も
ん
じ
ゆ
し
り　

う
く
ぼ
さ
つ　

ぶ
つ
め
つ

　

ど
ご　

く
や
う
し
や
り　

う
け
ん
ぶ
つ
し　

ざ
う
し
よ

　

た
う
め
う　

む
し
ゆ
ご
う
じ
や　

ご
ん
じ
き
こ
く
か
い　

　

ほ
う
た
う
か
う
め
う　

五
千
ゆ
し
ゆ
ん　

じ
う
く
は
う
し
や
う 

』（
14
ウ
）

　

と
う　

二
千
ゆ
じ
ゆ
ん　

い
ち
〳
〵
た
う
め
う　

か
く

　

せ
ん
ど
う
ば
ん　

し
ゆ
け
う
ろ
ま
ん　

ほ
う
り
や
う
わ

　

み
や
う　

し
よ
て
ん
り
う
じ
ん　

に
ん
ぎ
う
ひ
に
ん

　

か
う
け
ぎ
が
く　

じ
や
う
ゐ
く
や
う　

も
ん
じ
ゆ
し
り　

　

し
よ
ぶ
つ
し
と
う　

ゐ
く
し
や
り　

ご
ん
じ
き
た
う

　

め
う　

こ
く
か
い
じ
ね
ん　

し
ゆ
ど
く
め
う
か
う 
』（
15
オ
）

　

に
よ
て
ん
じ
ゆ
わ
う　

ご
け
か
い
ふ　

ぶ
つ
は
う
い
つ

　

く
は
う　

が
ぎ
う
し
ゆ
ゑ　

け
ん
し
こ
く
か
い　

し
ゆ
〴
〵

　

し
ゆ
め
う　

し
よ
ぶ
つ
じ
ん
り
き　

ち
ゑ
け
う　

は
う

　

一
じ
や
う
く
は
う　

せ
う
む
り
や
う
こ
く　

が
と
う
け
ん
し

　

と
く
み
ぞ
う
う　

ぶ
つ
し
も
ん
じ
ゆ　

ぐ
は
ん
け
つ

　

し
ゆ
ぎ　

四
し
ゆ
ご
ん
か
う　

せ
ん
に
ん
ぎ
う
が　

せ
そ
ん 

』（
15
ウ
）

　

が
こ　

は
う
し
く
は
う
み
や
う　

ぶ
つ
し
じ
た
う　

け
つ

　

ぎ
り
や
う
き　

が
し
よ
ね
う
や
く　

ゑ
ん
し
く
は
う
み
や
う　

　

ぶ
つ
ざ
だ
う
ぢ
や
う　

し
よ
と
く
め
う
ほ
う　

ゐ
よ
く
せ
つ

　

し　

ゐ
た
う
じ
ゆ
き　

じ
し
よ
ぶ
つ
ど　

し
ゆ

　

ほ
う
ご
ん
じ
や
う　

ぎ
う
け
ん
し
よ
ぶ
つ　

し
ひ
せ
う

　

え
ん　

も
ん
じ
ゆ
た
う
ち　

四
し
ゆ
り
う
じ
ん　

せ
ん 

』（
16
オ
）

　

ざ
つ
に
ん
し
や　

ゐ
せ
つ
が
と
う

△
に
じ
も
ん
し
ゆ
し
り
。
ご
み
ろ
く
ぼ
さ
つ
ま
か
さ
つ
。
ぎ
つ

　

し
よ
だ
い
し
。
ぜ
ん
な
ん
し
と
う
。
に
よ
が
ゆ
い
じ
ゆ
ん
。

　

こ
ん
ぶ
つ
せ
そ
ん
。
よ
く
せ
つ
だ
い
ほ
う
。
う
だ
い
ほ
う
う
。

　

す
い
だ
い
ほ
う
ら
。
き
や
く
だ
い
ほ
つ
く
。
ゑ
ん
だ
い
ほ
う

　

ぎ
。
し
よ
ぜ
ん
な
ん
し
。
が
お
く
は
こ
。
し
よ
ぶ
つ
。
ぞ
う
け
ん 

』（
16
ウ
）

　

し
ず
い
。
は
う
し
く
は
う
い
。
そ
く
せ
つ
だ
い
ほ
う
。
ぜ
こ

　

た
う
ち
。
こ
ん
ぶ
つ
げ
ん
く
は
う
。
や
く
ぶ
に
よ
せ
。
よ
く

　

り
や
う
し
ゆ
じ
や
う
。
げ
ん
と
く
も
ん
ち
。
一
さ
い
せ
け
ん
。
な
ん

　

し
ん
し
ほ
う
。
こ
げ
ん
し
ず
い
。
し
よ
ぜ
ん
な
ん
し
。
に
よ

　

く
は
こ
。
む
り
や
う
む
へ
ん
。
ふ
か
し
ぎ
。
あ
そ
う
ぎ
こ
う
。
に

　

じ
う
ぶ
つ
。
が
う
に
ち
ぐ
は
つ
と
う
み
や
う
。
に
よ
ら
い
。 

』（
17
オ
）

　

お
う
ぐ
し
や
う
へ
ん
ち
。
み
や
う
ぎ
や
う
そ
く
。
ぜ
ん
ぜ
い
せ
け
ん

　

げ
。
む
じ
や
う
じ
。
て
う
ご
ぢ
や
う
ぶ
。
て
ん
に
ん
し
。
ぶ
つ

　

せ
そ
ん
。
ゑ
ん
ぜ
つ
し
や
う
ぼ
う
。
し
よ
ぜ
ん
ち
う
ぜ
ん
ご

　

ぜ
ん
。
ご
ぎ
じ
ん
を
ん
。
ご
ぐ
け
う
め
う
。
じ
ゆ
ん
一
む
ざ
う
。

　

ぐ
そ
く
し
や
う
び
や
く
。
ほ
ん
ぎ
や
う
し
さ
う
。
ゐ
ぐ
し
や
う

　

も
ん
し
や
。
せ
つ
お
う
四
た
い
ほ
う
。
ど
し
や
う
ら
う
び
や
う 

』（
17
ウ
）

　

し
。
く
き
や
う
ね
は
ん
。
ゐ
ぐ
ひ
や
く
し
ぶ
つ
し
や
。
せ
つ

　

お
う
十
二
ゐ
ん
え
ん
ほ
う
。
ゐ
し
よ
ぼ
さ
つ
。
せ
つ
お
う

　

六
は
ら
み
つ
。
り
や
う
と
く
あ
の
く
た
ら
。
三
み
や
く
三
ぼ
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だ
い
。
じ
や
う
一
さ
い
し
ゆ
ち
。
し
ぼ
う
ぶ
つ
。
や
く
み
や
う

　

に
ち
ぐ
は
つ
と
う
み
や
う
。
し
ぼ
う
ぶ
つ
。
や
く
み
や
う

　

に
ち
ぐ
は
つ
と
う
み
や
う
。
に
よ
ぜ
二
ま
ん
ぶ
つ
。
か
い
ど
う 

』（
18
オ
）

　

一
じ
。
が
う
に
ち
ぐ
は
つ
と
う
み
や
う
。
う
ど
う
一
し
や
う
。

　

し
や
う
は
ら
だ
。
み
ろ
く
た
う
ち
。
し
よ
ぶ
つ
ご
ぶ
つ
。
か
い

　

ど
う
一
じ
。
み
や
う
に
ち
ぐ
は
つ
と
う
み
や
う
十
が
う
ぐ
そ
く
。

　

し
よ
か
せ
つ
ほ
う
。
し
よ
ち
う
ご
ぜ
ん
。
ご
さ
い
ご
ぶ
つ
。

　

み
し
ゆ
つ
け
じ
。
う
八
わ
う
じ
。
一
み
や
う
う
い
。
二
み
や
う

　

ぜ
ん
い
。
三
み
や
う
む
り
や
う
い
。
四
み
や
う
ほ
う
い
。
五
み
や
う 

』（
18
ウ
）

　

ぞ
う
い
。
六
み
や
う
ぢ
よ
ぎ
い
。
七
み
や
う
か
う
い
。
八
み
や
う
ほ
う

　

い
。
ぜ
八
わ
う
じ
。
ゐ
と
く
じ
ざ
い
。
か
く
り
や
う
四
て
ん
げ
。

　

ぜ
し
よ
わ
う
じ
。
も
ん
ぶ
し
ゆ
つ
け
。
と
く
あ
の
く
た
ら
。

　

さ
ん
み
や
く
三
ぼ
だ
い
。
し
つ
し
や
わ
う
い
。
や
く
ず
い
し
ゆ
つ

　

け
。
ほ
つ
だ
い
ぜ
う
い
。
じ
や
う
し
ゆ
ぼ
ん
ぎ
や
う
。
か
い
ゐ
ほ
つ

　

し
。
い
お
せ
ん
ま
ん
ぶ
つ
し
よ
。
じ
き
し
よ
ぜ
ん
ほ
ん
。
ぜ
じ 

』（
19
オ
）

　

に
ち
ぐ
は
つ
と
う
み
や
う
ぶ
つ
。
せ
つ
だ
い
ぜ
う
き
や
う
。

　

み
や
う
む
り
や
う
ぎ
。
け
う
ぼ
さ
つ
ほ
う
。
ぶ
つ
し
よ
ご
ね
ん
。

　

せ
つ
ぜ
き
や
う
い
。
そ
く
お
だ
い
し
ゆ
ぢ
う
。
く
つ
か
ふ
ざ
。

　

に
う
お
む
り
や
う
。
ぎ
し
よ
ざ
ん
ま
い
。
し
ん
〴
〵
ふ
ど
う
。

　

ぜ
じ
て
ん
う
。
ま
ん
だ
ら
け
。
ま
か
ま
ん
だ
ら
け
。
ま
ん

　

じ
ゆ
し
や
け
。
ま
か
ま
ん
じ
ゆ
し
や
け
。
に
さ
ん
ぶ
つ
じ
や
う
。 

』（
19
ウ
）

　

ぎ
つ
し
よ
だ
い
し
ゆ
。
ふ
ぶ
つ
せ
か
い
。
六
し
ゆ
し
ん
ど
う
。

　

に
じ
ゑ
ち
う
。
び
く
び
く
に
。
う
ば
そ
く
う
ば
い
。
て
ん
り
う

　

や
し
や
。
け
ん
だ
つ
ば
。
あ
し
ゆ
ら
。
か
る
ら
。
き
ん
な
ら
。
ま
ご
ら

　

か
。
に
ん
ひ
に
ん
。
ぎ
つ
し
よ
せ
う
わ
う
。
て
ん
わ
ん
じ
や
う
わ
う

　

と
う
。
ぜ
し
よ
だ
い
し
ゆ
。
と
く
み
ぞ
う
う
。
く
は
ん
ぎ

　

が
つ
し
や
う
。
一
し
ん
く
は
ん
ぶ
つ
。
に
じ
に
よ
ら
い
。
は
う
み 

』（
20
オ
）

　

け
ん
。
び
や
く
が
う
さ
う
く
は
う
。
せ
う
と
う
ば
う
。
ま
ん
八

　

千
ぶ
つ
ど
。
み
ふ
し
ゆ
へ
ん
。
に
よ
こ
ん
し
よ
け
ん
。
ぜ

　

し
よ
ぶ
つ
と
。
み
ろ
く
た
う
ち
。
に
じ
ゑ
ち
う
。
う
二
十

　

お
く
ぼ
さ
つ
。
げ
う
よ
く
ち
や
う
ぼ
う
。
ぜ
し
よ
ぼ
さ
つ
。

　

け
ん
し
く
は
う
み
や
う
。
ふ
せ
う
ぶ
つ
ど
。
と
く
み
ぞ
う

　

う
。
よ
く
ち
し
く
は
う
。
し
よ
い
ゐ
ん
え
ん
。
じ
う
ぼ
さ
つ
。 

』（
20
ウ
）

　

み
や
う
わ
つ
め
う
く
は
う
。
う
八
百
で
し
。
ぜ
じ
に
ち

　

ぐ
は
つ
と
う
み
や
う
ぶ
つ
。
じ
う
ざ
ん
ま
い
き
。
ゐ
ん
め
う

　

く
は
う
ぼ
さ
つ
。
せ
つ
だ
い
ぜ
う
き
や
う
。
み
や
う
め
う
ほ
う

　

れ
ん
げ
。
け
う
ぼ
さ
つ
ほ
う
。
ぶ
つ
し
よ
ご
ね
ん
。
六
十

　

せ
う
ご
う
。
ふ
き
う
ざ
。
じ
ゑ
ち
や
う
じ
や
。
や
く
ざ
い
つ

　

し
よ
。
六
十
せ
う
ご
う
。
し
ん
〴
〵
ふ
ど
う
。
ち
や
う
ぶ
つ 

』（
21
オ
）

　

し
よ
せ
つ
。
ゐ
に
よ
じ
き
き
や
う
。
ぜ
じ
し
ゆ
ぢ
う
。
む
う
一

　

に
ん
。
に
や
く
し
ん
に
や
く
し
ん
。
に
し
や
う
け
げ
ん
。
に
ち
く
は
つ　

と
う

　

み
や
う
ぶ
つ
。
お
六
十
せ
う
ご
う
。
せ
つ
ぜ
き
や
う
い
。
そ
く
お

　

ぼ
ん
ま
し
や
も
ん
ば
ら
も
ん
。
ぎ
う
て
ん
に
ん
。
あ
し
ゆ
ら

　

し
ゆ
ぢ
う
。
に
せ
ん
し
ご
ん
。
に
よ
ら
い
お
こ
ん
に
ち
ち
う
や
。

　

た
う
に
う
む
よ
ね
は
ん
。
じ
う
ぼ
さ
つ
。
み
や
う
わ
つ
と
く 

』（
21
ウ
）

　

ざ
う
。
に
ち
ぐ
は
つ
と
う
み
や
う
ぶ
つ
。
そ
く
じ
ゆ
ご
き
。
が
う

　

し
よ
び
く
。
ぜ
と
く
ざ
う
ぼ
さ
つ
。
し
た
う
さ
ぶ
つ
。
が
う
わ
つ

　

じ
や
う
し
ん
。
た
ゞ
あ
か
ど
。
あ
ら
か
。
三
み
や
く
三
ぶ
つ
だ
。

　

ぶ
つ
じ
ゆ
き
い
。
べ
ん
お
ち
う
や
。
に
う
む
よ
ね
は
ん
。
ぶ
つ
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め
つ
ど
ご
。
め
う
く
は
う
ぼ
さ
つ
。
ぢ
め
う
ほ
う
れ
ん
げ
き
や
う
。

　

ま
ん
八
十
せ
う
ご
う
。
ゐ
に
ん
ゑ
ん
ぜ
つ
。
に
ち
ぐ
は
つ
と
う
み
や
う

　
 

』（
22
オ
）

　

ぶ
つ
。
八
し
か
い
し
め
う
く
は
う
。
め
う
く
は
う
け
う
け
。
り
や
う
ご

　

け
ん
ご
。
あ
の
く
た
ら
。
三
み
や
く
三
ぼ
だ
い
。
ぜ
し
よ
わ
う
じ
。
く

　

や
う
む
り
や
う
。
百
千
ま
ん
お
く
ふ
つ
い
。
か
い
じ
や
う
ぶ
つ
だ
う
。

　

こ
さ
い
ご
し
や
う
ぶ
つ
し
や
。
み
や
う
わ
つ
ね
ん
ど
う
。
八
百
で

　

し
。
ち
う
う
一
に
ん
。
が
う
わ
つ
ぐ
み
や
う
。
と
ん
ぢ
や
く
り

　

や
う
。
す
い
ぶ
ど
く
じ
ゆ
し
ゆ
き
や
う
。
に
ぶ
つ
う
り
。
た
し
よ 

』（
22
ウ
）

　

ま
う
し
つ
。
こ
が
う
ぐ
み
や
う
。
ぜ
に
ん
や
く
い
。
し
ゆ
し
よ
せ
ん

　

ご
ん
。
ゐ
ん
え
ん
こ
。
と
く
ち
む
り
や
う
。
百
千
ま
ん
お
く
し
よ

　

ぶ
つ
。
く
や
う
く
ぎ
や
う
。
そ
ん
ぢ
う
さ
ん
だ
ん
。
み
ろ
く
た
う
ち
。

　

に
じ
め
う
く
は
う
ぼ
さ
つ
。
き
い
に
ん
こ
。
が
し
ん
せ
や
。
ぐ
み
や
う

　

ぼ
さ
つ
。
に
よ
し
ん
ぜ
や
。
こ
ん
け
ん
し
ず
い
。
よ
ほ
ん
む
い
。

　

ぜ
こ
ゆ
い
じ
ゆ
ん
。
こ
ん
に
ち
に
よ
ら
い
。
た
う
せ
つ
だ
い 

』（
23
オ
）

　

ぜ
う
き
や
う
。
み
や
う
め
う
ほ
う
れ
ん
げ
。
け
う
ぼ
さ
つ
ほ
う
。

　

ふ
つ
し
よ
ご
ね
ん
。
に
じ
も
ん
じ
ゆ
し
り
。
お
た
い
し
ゆ
ぢ
う
。

　

よ
く
ぢ
う
せ
ん
し
ぎ
。
に
せ
つ
げ
ご
ん

△
が
ね
ん
く
は
こ
せ　

む
り
や
う
む
し
ゆ
こ
う　

う
ぶ
つ
に
ん

　

ぢ
う
そ
ん　

が
う
に
ち
ぐ
は
つ
と
う
み
や
う　

せ
そ
ん
ゑ
ん
ぜ
つ

　

ほ
う　

ど
む
り
や
う
し
ゆ
じ
や
う
む
し
ゆ
お
く
ぼ
さ
つ
り
や
う 

』（
23
ウ
）

　

に
う
ぶ
つ
ち
ゑ　

ぶ
つ
み
し
ゆ
つ
け
じ　

し
よ
し
や
う

　

八
わ
う
じ　

け
ん
だ
い
し
や
う
し
ゆ
つ
け　

や
く
ず
い
し
ゆ

　

ぼ
ん
ぎ
や
う　

じ
ぶ
つ
せ
つ
だ
い
ぜ
う　

き
や
う
み
や
う
む

　

り
や
う
ぎ　

お
し
よ
だ
い
し
ゆ
ぢ
う　

に
ゐ
ん
く
は
う
ふ
ん

　

べ
つ　

ぶ
つ
せ
つ
し
き
や
う
い　

そ
く
お
ほ
う
ざ
じ
や
う　

か
ふ

　

ざ
三
ま
い　

み
や
う
む
り
や
う
ぎ
し
よ　

て
ん
う
ま
ん
だ 

』（
24
オ
）

　

け　

て
ん
く
じ
ね
ん
み
や
う　

し
よ
て
ん
り
う
き
じ
ん

　

く
や
う
に
ん
ぢ
う
そ
ん　

一
さ
い
し
よ
ぶ
つ
ど　

そ
く
じ

　

だ
い
し
ん
ど
う　

ぶ
つ
は
う
み
け
ん
く
は
う　

げ
ん
し
よ

　

け
う
じ　

し
く
は
う
せ
う
と
う
ば
う　

ま
ん
八
千
ぶ
つ

　

ど　

じ
一
さ
い
し
ゆ
じ
や
う　

し
や
う
じ
ご
つ
ほ
う
し
よ

　

う
け
ん
し
よ
ぶ
つ
ど　

い
し
ゆ
ほ
う
し
や
う
ご
ん　

る
り
は
り 

』（
24
ウ
）

　

し
き　

し
ゆ
ぶ
つ
く
は
う
せ
う　

ぎ
う
け
ん
し
よ
て
ん
に
ん

　

り
う
じ
ん
や
し
や
し
ゆ　

け
ん
だ
つ
き
ん
な
ら　

か
く
く
や
う

　

ご
ぶ
つ　

う
け
ん
し
よ
に
よ
ら
い　

じ
ね
ん
じ
や
う
ぶ
つ

　

だ
う　

し
ん
じ
き
に
よ
こ
ん
せ
ん　

た
ん
ご
ん
じ
ん
み

　

め
う　

に
よ
じ
や
う
る
り
ち
う　

な
い
げ
ん
し
ん
こ
ん
ざ
う

　

せ
そ
ん
ざ
い
だ
い
し
ゆ　

ふ
ゑ
ん
じ
ん
ほ
う
ぎ　

い
ち
〳
〵
し
よ 

』（
25
オ
）

　

ぶ
つ
ど　

し
や
う
も
ん
し
ゆ
む
し
ゆ　

ゐ
ん
ぶ
つ
く
は
う
し
よ

　

せ
う　

し
つ
け
ん
ひ
だ
い
し
ゆ　

わ
く
う
し
よ
び
く　

ざ
い

　

お
せ
ん
り
ん
ぢ
う　

し
や
う
じ
ん
ぢ
じ
や
う
か
い　

ゆ
に
よ
ご

　

み
や
う
し
ゆ　

う
け
ん
し
よ
ぼ
さ
つ　

ぎ
や
う
せ
に
ん
に
く

　

と
う　

ご
し
ゆ
に
よ
ご
う
じ
や　

し
ゆ
ぶ
つ
く
は
う
せ
う

　

う
け
ん
し
よ
ぼ
さ
つ　

じ
ん
に
う
し
よ
ぜ
ん
で
う　

し
ん
〴
〵 

』（
25
ウ
）

　

じ
や
く
ふ
ど
う　

い
ぐ
む
じ
や
う
だ
う　

う
け
ん
し
よ
ぼ

　

さ
つ　

ち
ほ
う
じ
や
く
め
つ
さ
う　

か
く
お
ご
こ
く
ど

　

せ
つ
ほ
う
ぐ
ぶ
つ
だ
う　

に
じ
四
ぶ
し
ゆ　

け
ん
に
ち

　

ぐ
は
つ
と
う
ぶ
つ　

げ
ん
だ
い
じ
ん
づ
う
り
き　

ご
し
ん

　

か
い
く
は
ん
ぎ　

か
く
〳
〵
じ
さ
う
も
ん　

ぜ
じ
が
ゐ
ん
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え
ん　

て
ん
に
ん
し
よ
ぶ
そ
ん　

し
や
く
じ
う
ざ
ん
ま
い 

』（
26
オ
）

　

き　

さ
ん
め
う
く
は
う
ぼ
さ
つ　

に
よ
ゐ
せ
け
ん
〴
　〵

一
さ
い

　

し
よ
き
じ
ん　

の
う
ぶ
ぢ
ほ
う
ざ
う　

に
よ
が
し
よ
せ
つ　

　

ほ
う　

ゆ
い
に
よ
の
う
せ
う
ち　

せ
そ
ん
ぎ
さ
ん
だ
ん

　

り
や
う
め
う
く
は
う
く
は
ん
ぎ　

せ
つ
ぜ
ほ
け
き
や
う　

ま
ん

　

六
十
せ
う
ご
う　

ふ
き
お
し
ざ　

し
よ
せ
つ
じ
や
う
め
う

　

ほ
う　

ぜ
め
う
く
は
う
ぼ
つ
し　

し
つ
か
い
の
う
じ
ゆ
ぢ 

』（
26
ウ
）

　

ぶ
つ
せ
つ
ぜ
ほ
つ
け　

り
や
う
し
ゆ
く
は
ん
ぎ
い　

じ
ん

　

そ
く
お
ぜ
に
ち　

が
う
お
て
ん
に
ん
し
ゆ　

し
よ
ほ
う
じ
つ

　

さ
う
ぎ　

い
ゐ
に
よ
と
う
せ
つ　

が
こ
ん
お
ち
う
や　

た
う

　

に
う
お
ね
は
ん　

に
よ
一
し
ん
し
や
う
じ
ん　

た
う
り
お

　

は
う
い
つ　

し
よ
ぶ
つ
じ
ん
な
ん
ち　

お
く
こ
う
じ
一
ぐ

　

せ
そ
ん
し
よ
し
と
う　

も
ん
ぶ
つ
に
う
ね
は
ん　

か
く
〳
〵 

』（
27
オ
）

　

ゑ
ひ
な
う　

ぶ
つ
め
つ
一
が
そ
く　

し
や
う
じ
ゆ
ほ
う
し

　

わ
う　

あ
ん
ゐ
む
り
や
う
し
ゆ　

が
に
や
く
め
つ
ど
じ

　

に
よ
と
う
も
つ
う
ふ　

ぜ
と
く
ざ
う
ぼ
さ
つ　

お
む
ろ
じ
つ

　

さ
う　

し
ん
い
と
く
つ
う
だ
つ　

ご
し
た
う
さ
ぶ
つ

　

が
う
わ
つ
ゐ
じ
や
う
し
ん　

や
く
ど
む
り
や
う
し
ゆ　

ぶ
つ
し

　

や
め
つ
ど　

に
よ
し
ん
〴
　〵

く
は
め
つ　

ぶ
ん
ふ
し
よ
し
や 

』（
27
ウ
）

　

り　

に
き
む
り
や
う
た
う　

び
く
び
く
に　

ご
し
ゆ

　

に
よ
ご
う
じ
や　

ば
い
ぶ
か
し
や
う
じ
ん　

い
ぐ
む
じ
や
う

　

だ
う　

ぜ
め
う
く
は
う
ほ
つ
し　

ぶ
ぢ
ぶ
つ
ほ
う
ざ
う　

八
十

　

せ
う
ご
う
ち
う　

く
は
う
せ
ん
ほ
け
き
や
う　

ぜ
し
よ
八
わ
う

　

じ　

め
う
く
は
う
し
よ
か
い
け　

け
ん
ご
む
じ
や
う
だ
う　

た
う

　

け
ん
む
し
ゆ
ぶ
つ　

く
や
う
し
よ
ぶ
つ
い　

ず
い
じ
ゆ
ん
ぎ
や
う 

』（
28
オ
）

　

だ
い
だ
う　

さ
う
け
い
と
く
じ
や
う
ぶ
つ　

て
ん
し
に
じ
ゆ
き

　

さ
い
ご
て
ん
ち
う
て
ん　

が
う
わ
つ
ね
ん
だ
う
ぶ
つ　

し
よ
せ
ん

　

し
だ
う
し　

ど
だ
つ
む
り
や
う
し
ゆ　

ぜ
め
う
く
は
う
ほ
つ

　

し　

じ
う
一
で
し　

し
ん
じ
や
う
ゑ
け
だ
い　

と
ん
ぢ
や
く

　

お
み
や
う
り　

ぐ
み
や
う
り
む
ゑ
ん　

た
ゆ
ぞ
く
し
や
う
け　

き

　

し
や
し
よ
し
う
じ
ゆ　

は
い
ま
う
ふ
つ
う
り　

い
ぜ
ゐ
ん
え
ん 

』（
28
ウ
）

　

こ　

が
う
し
ゐ
ぐ
み
や
う　

や
く
ぎ
や
う
し
ゆ
せ
ん
こ
う

　

と
く
け
ん
む
し
ゆ
ぶ
つ　

く
や
う
お
し
よ
ぶ
つ　

ず
い
じ
ゆ
ん

　

ぎ
や
う
だ
い
だ
う　

ぐ
六
は
ら
み
つ　

こ
ん
け
ん
し
や
く
し

　

し　

ご
ゞ
た
う
さ
ぶ
つ　

が
う
み
や
う
わ
つ
み
ろ
く　

く
は
う

　

ど
し
よ
し
ゆ
じ
や
う　

ご
し
ゆ
む
う
り
や
う　

ひ
ぶ
つ
め
つ
ど

　

ご　

け
だ
い
し
や
に
よ
ぜ　

め
う
く
は
う
ほ
う
し
し
や 

』（
29
オ
）

　

こ
ん
そ
く
が
し
ん
ぜ　

が
け
ん
と
う
み
や
う
ぶ
つ　

ほ
ん
く
は
う

　

ず
い
に
よ
し　

い
ぜ
ち
こ
ん
ぶ
つ　

よ
く
せ
つ
ほ
け
き
や
う

　

こ
ん
さ
う
に
よ
ほ
ん
ず
い　

せ
し
よ
ぶ
つ
は
う
べ
ん　

こ
ん
ぶ
つ

　

は
う
く
は
う
み
や
う　

じ
よ
ほ
つ
じ
つ
さ
う
ぎ　

し
よ
に
ん

　

こ
ん
た
う
ち　

が
つ
し
や
う
一
し
ん
た
い　

ぶ
つ
た
う
う
ほ
う

　

う　

じ
う
そ
く
ぐ
だ
う
し
や　

し
よ
ぐ
三
ぜ
う
に
ん 

』（
29
ウ
）

　

に
や
く
う
ぎ
げ
し
や　

ぶ
つ
た
う
ゐ
ぢ
よ
だ
ん　

り
や
う

　

じ
ん
む
う
よ

　
〔
第
二
・
方
便
品
〕

　

○
妙
法
蓮
華
経
は
う
べ
ん
ほ
ん
だ
い
二

　

に
じ
せ
そ
ん
。
じ
う
ざ
ん
ま
い
。
あ
ん
じ
や
う
に
き
。
が
う
し
や

　

り
ほ
つ
。
し
よ
ぶ
つ
ち
ゑ
。
じ
ん
〴
〵
む
り
や
う
。
ご
ち
ゑ
も
ん
。
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な
ん
げ
な
ん
に
う
。
一
さ
い
し
や
う
も
ん
。
ひ
や
く
し
し
ぶ
つ
。
し
よ

 

』（
30
オ
）

　

ふ
の
う
ち
。
し
よ
い
し
や
が
。
ぶ
つ
ぞ
う
し
ん
ご
ん
。
百
千

　

ま
ん
お
く
。
む
し
ゆ
し
よ
ぶ
つ
。
じ
ん
ぎ
や
う
し
よ
ぶ
つ
。
む

　

り
や
う
だ
う
ほ
う
。
ゆ
み
や
う
し
や
う
じ
ん
。
み
や
う
せ
う
ふ
も
ん
。

　

じ
や
う
じ
ゆ
じ
ん
〴
〵
。
み
ぞ
う
う
ほ
う
。
ず
い
ぎ
し
よ
せ
つ
。

　

い
し
ゆ
な
ん
げ
。
し
や
り
ほ
つ
。
ご
じ
う
じ
や
う
ぶ
つ
い
ら
い
。

　

し
ゆ
ぐ
ゐ
ん
え
ん
。
し
ゆ
〴
〵
ひ
ゆ
。
く
は
う
ゑ
ん
ご
ん
け
う
。
む

 

』（
30
ウ
）

　

し
ゆ
は
う
べ
ん
。
い
ん
た
う
し
ゆ
じ
や
う
。
り
や
う
り
し
よ
ぢ
や
く
。

　

し
よ
い
し
や
が
。
に
よ
ら
い
は
う
べ
ん
。
ち
け
ん
は
ら
み
つ
。

　

か
い
い
ぐ
そ
く
。
し
や
り
ほ
つ
。
に
よ
ら
い
ち
け
ん
。
く
は
う
だ
い

　

じ
ん
を
ん
。
む
り
や
う
む
げ
。
り
き
む
し
よ
い
。
ぜ
ん
で
う
げ
だ
つ

　

ざ
ん
ま
い
。
じ
ん
に
う
む
ざ
い
。
じ
や
う
じ
ゆ
一
さ
い
。
み
ぞ
う
う
ほ
う
。

　

し
や
り
ほ
つ
。
に
よ
ら
い
の
う
。
し
ゆ
〴
〵
ふ
ん
べ
つ
。
げ
う
ぜ
つ
』 （
31
オ
）

　

し
よ
ほ
う
。
ご
ん
じ
に
う
な
ん
。
ゑ
つ
か
し
ゆ
し
ん
。
し
や
り
ほ
つ
。

　

し
ゆ
よ
う
ご
ん
し
。
む
り
や
う
む
へ
ん
。
み
ぞ
う
う
ほ
う
。
ぶ
つ
し
つ

　

じ
や
う
じ
ゆ
。
し
し
や
り
ほ
つ
。
ふ
し
ゆ
ぶ
せ
つ
。
し
よ
い
し
や

　

が
。
ぶ
つ
し
よ
じ
や
う
じ
ゆ
。
だ
い
一
け
う
。
な
ん
げ
し
ほ
う
。
ゆ
い

　

ぶ
つ
よ
ぶ
つ
。
な
い
の
う
ぐ
し
ん
。
し
よ
ほ
う
じ
つ
さ
う
。
し
よ

　

ゐ
し
よ
ほ
う
。
に
よ
ぜ
さ
う
。
に
よ
ぜ
し
や
う
。
に
よ
ぜ
た
い
。 

』（
31
ウ
）

　

に
よ
ぜ
り
き
。
に
よ
ぜ
さ
。
に
よ
ぜ
ゐ
ん
。
に
よ
ぜ
え
ん
。
に
よ

　

ぜ
く
は
。
に
よ
ぜ
ほ
う
。
に
よ
ぜ
ほ
ん
ま
つ
。
く
き
や
う
と
う
。

　

に
じ
せ
そ
ん
。
よ
く
ぢ
う
せ
ん
し
ぎ
。
に
せ
つ
げ
ご
ん

△
せ
を
う
ふ
か
り
や
う　

し
よ
て
ん
ぎ
う
せ
に
ん　

一
さ
い
し
ゆ

　

じ
や
う
る
い　

む
の
う
ち
ぶ
つ
し
や　

ぶ
つ
り
き
む
し
よ

　

い　

げ
だ
つ
し
よ
ざ
ん
ま
い　

ぎ
う
ぶ
つ
し
よ
よ
ほ
う　

む
の
う 

』（
32
オ
）

　

し
き
り
や
う
し
や　

ほ
ん
じ
う
む
し
ゆ
ぶ
つ　

ぐ
そ
く
し
よ

　

ぎ
や
う
だ
う　

じ
ん
〴
〵
み
め
う
ほ
う　

な
ん
け
ん
な
ん
か

　

り
や
う　

お
む
り
や
う
お
く
こ
う　

ぎ
や
う
し
し
よ
だ
う
い　

　

だ
う
ぢ
や
う
と
く
じ
や
う
く
は　

が
い
し
つ
ち
け
ん　

に
よ
ぜ

　

だ
い
く
は
ほ
う　

し
ゆ
〴
〵
し
や
う
さ
う
ぎ　

が
ぎ
う
十
は
う

　

ぶ
つ　

な
い
の
う
ち
ぜ
じ　

ぜ
ほ
う
ふ
か
じ　

ご
ん 

』（
32
ウ
）

　

じ
さ
う
じ
や
く
め
つ　

し
よ
よ
し
ゆ
じ
や
う
る
い　

む
う

　

の
う
と
く
げ　

ぢ
よ
し
よ
ぼ
さ
つ
し
ゆ　

し
ん
り
き
け
ん

　

ご
し
や　

し
よ
ぶ
つ
で
し
し
ゆ　

ぞ
う
く
や
う
し
よ
ぶ
つ

　

一
さ
い
ろ
い
じ
ん　

ち
う
ぜ
さ
い
ご
し
ん　

に
よ
ぜ
し
よ
に
ん

　

と
う　

ご
り
き
し
よ
ふ
か
ん　

け
し
ま
ん
せ
け
ん　

か
い

　

に
よ
し
や
り
ほ
つ　

じ
ん
し
く
た
く
り
や
う　

ふ
の
う
し
き 

』（
33
オ
）

　

ぶ
つ
ち　

し
や
う
し
ま
ん
十
は
う　

か
い
に
よ
し
や
り
ほ
つ

　

ぎ
う
よ
し
よ
で
し　

や
く
ま
ん
十
は
う
せ
つ　

じ
ん
し
く

　

た
く
り
や
う　

や
く
ぶ
ふ
の
う
ち　

ひ
や
く
し
ぶ
つ
り
ち　

　

む
ろ
さ
い
ご
し
ん　

や
く
ま
ん
十
は
う
せ
つ　

ご
し
ゆ
に
よ
ち
く

　

り
ん　

し
と
う
ぐ
一
し
ん　

お
を
く
む
り
や
う
こ
う　

よ
く

　

し
ぶ
つ
じ
つ
ち　

ま
く
の
う
ち
せ
う
ぶ
ん　

し
ん
ぼ
つ
い 

』（
33
ウ
）

　

ぼ
さ
つ　

く
や
う
む
し
ゆ
ぶ
つ　

り
や
う
だ
つ
し
よ
ぎ

　

し
ゆ　

う
の
う
ぜ
ん
せ
つ
ほ
う　

に
よ
た
う
ま
ち
く
ゐ　

　

じ
う
ま
ん
十
は
う
せ
つ　

一
し
ん
い
め
う
ち　

お
ご
う
が
し
や

　

こ
う　

げ
ん
か
い
ぐ
し
り
や
う　

ふ
の
う
ち
ぶ
つ
ち　

　

ふ
た
い
し
よ
ぼ
さ
つ　

ご
し
ゆ
に
よ
ご
う
じ
や　

一
し
ん
ぐ
し
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ぐ　

や
く
ぶ
ふ
の
う
ち　

う
か
う
し
や
り
ほ
つ　

む
ろ 

』（
34
オ
）

　

ふ
し
ぎ　

し
ん
〴
〵
み
め
う
ほ
う　

が
こ
ん
い
く
ど
く　

ゆ
い

　

が
ち
ぜ
さ
う　

十
は
う
ぶ
つ
や
く
ね
ん　

し
や
り
ほ
つ

　

た
う
ち　

し
よ
ふ
つ
ご
む
い　

お
ぶ
つ
し
よ
せ
つ
ほ
う　

　

た
う
し
や
う
だ
い
し
ん
り
き　

せ
そ
ん
ほ
う
く
ご　

え
う
た
う

　

せ
つ
し
ん
じ
つ　

が
う
し
よ
し
や
う
も
ん
し
ゆ　

ぎ
う
ぐ
え
ん

　

が
く
ぜ
う　

が
り
や
う
だ
つ
く
ば
く　

た
い
と
く
ね
は
ん 

』（
34
ウ
）

　

し
や　

ぶ
つ
い
は
う
べ
ん
り
き　

じ
い
さ
ん
ぜ
う
き
や
う

　

し
ゆ
じ
や
う
し
よ
〴
〵
ぢ
や
く　

い
ん
し
り
や
う
と
く
し
ゆ
つ　

△
に
じ
だ
い
し
ゆ
ぢ
う
。
う
し
よ
し
や
う
も
ん
。
ろ
じ
ん
あ
ら
か
ん
。

　

あ
に
や
け
う
ぢ
ん
に
よ
と
う
。
千
二
百
に
ん
。
ぎ
う
ほ
つ
し
や
う

　

も
ん
。
ひ
や
く
し
ぶ
つ
し
ん
。
び
く
び
く
に
。
う
ば
そ
く
う
ば
い
。

　

か
く
さ
ぜ
ね
ん
。
こ
ん
し
や
せ
そ
ん
。
が
こ
を
ん
ご
ん
。
せ
う 

』（
35
オ
）

　

だ
ん
は
う
べ
ん
。
に
さ
ぜ
こ
ん
。
ぶ
つ
し
よ
と
く
ほ
う
。
し
ん

　

し
ん
な
ん
け
。
う
し
よ
こ
ん
せ
つ
。
い
し
ゆ
な
ん
ち
。
一
さ
い

　

し
や
う
も
ん
。
ひ
や
く
し
ぶ
つ
。
し
よ
ふ
の
う
ぎ
う
。
ぶ
つ
せ
つ

　

一
げ
だ
つ
ぎ
。
か
と
う
や
く
と
く
。
し
ほ
う
。
た
う
お
ね
は
ん
。
に

　

こ
ん
ふ
ち
。
ぜ
き
し
よ
し
ゆ
。
に
じ
し
や
り
ほ
つ
。
ち
四
し
ゆ
し
ん

　

ぎ
。
じ
や
く
み
れ
う
。
に
び
や
く
ぶ
つ
ご
ん
せ
そ
ん
。
が
ゐ
ん 

』（
35
ウ
）

　

が
え
ん
。
お
ん
ご
ん
せ
う
だ
ん
。
し
よ
ぶ
つ
だ
い
一
は
う
べ
ん
。

　

じ
ん
〴
〵
み
め
う
。
な
ん
げ
し
ほ
う
。
が
じ
し
や
く
ら
い
。
み
ぞ
う
じ
う

　

ぶ
つ
。
も
ん
に
よ
ぜ
せ
つ
。
こ
ん
し
や
四
し
ゆ
。
げ
ん
か
い
う
ぎ
。
ゆ
い

　

ぐ
は
ん
せ
そ
ん
。
ふ
え
ん
し
じ
。
せ
そ
ん
が
こ
。
お
ん
ご
ん
せ
う
だ
ん
。

　

じ
ん
〴
〵
み
め
う
。
な
ん
げ
し
ほ
う
。
に
じ
し
や
り
ほ
つ
。

　

よ
く
ぢ
う
せ
ん
し
ぎ
。
に
せ
つ
げ
ご
ん 

』（
36
オ
）

△
ゑ
に
ち
だ
い
し
や
う
そ
ん　

く
な
い
せ
つ
ぜ
ほ
う　

じ
せ
つ

　

と
く
に
よ
ぜ　

り
き
む
ゐ
三
ま
い　

ぜ
ん
で
う
げ
だ
つ

　

と
う　

ふ
か
し
ぎ
ほ
う　

だ
う
ぢ
や
う
し
よ
と
く
ほ
う　

む

　

の
う
ほ
つ
も
ん
し
や　

が
い
な
ん
か
し
き　

や
く
む
の
う
も
ん

　

し
や　

む
も
ん
に
じ
せ
つ　

せ
う
だ
ん
し
よ
ぎ
や
う
だ
う　

　

ち
ゑ
じ
ん
み
め
う　

し
よ
ぶ
つ
し
し
よ
と
く　

む
ろ 

』（
36
ウ
）

　

し
よ
ら
か
ん　

ぎ
う
ぐ
ね
は
ん
し
や　

こ
ん
か
い
だ
ぎ

　

ま
う　

ぶ
つ
が
こ
せ
つ
ぜ　

ご
ぐ
え
ん
が
く
し
や　

び
く

　

び
く
に　

し
よ
て
ん
り
う
き
じ
ん　

ぎ
う
け
ん
だ
つ
ば

　

と
う　

さ
う
し
ゑ
ゆ
よ　

せ
ん
が
う
り
や
う
そ
く
そ
ん

　

せ
し
ゐ
か
ん
が　

く
は
ん
ぶ
つ
ゐ
げ
せ
つ　

お
し
よ
し
や
う

　

も
ん
し
ゆ　

ぶ
つ
せ
つ
が
た
い
一　

が
こ
ん
じ
お
ち　

ぎ 

』（
37
オ
）

　

わ
く
ふ
の
う
れ
う　

ゐ
ぜ
く
き
や
う
ほ
う　

い
ぜ
し
よ

　

ぎ
や
う
だ
う　

ぶ
つ
く
し
よ
し
や
う
し　

が
つ
し
や
う
せ
ん

　

が
う
た
い　

ぐ
は
ん
し
ゆ
つ
み
め
う
を
ん　

じ
ゐ
に
よ
じ
つ

　

せ
つ　

し
よ
て
ん
り
う
じ
ん
と
う　

ご
し
ゆ
に
よ
ご
う

　

じ
や　

ぐ
ぶ
つ
し
よ
ぼ
さ
つ　

だ
い
し
ゆ
う
八
ま
ん　

　

う
し
よ
ま
ん
お
く
こ
く　

て
ん
り
ん
じ
や
う
わ
う
し　

が
つ 

』（
37
ウ
）

　

し
や
う
い
き
や
う
し
ん　

よ
く
も
ん
ぐ
そ
く
だ
う　

△
に
じ
ぶ
つ
が
う
。
し
や
り
ほ
つ
。
し
し
ふ
し
ゆ
ぶ
せ
つ
。
に
や
く

　

せ
つ
ぜ
し
。
一
さ
い
せ
け
ん
。
し
よ
て
ん
ぎ
う
に
ん
。
か
い
た
う
き
や
う

　

ぎ
。
し
や
り
ほ
つ
。
ぢ
う
び
や
く
ぶ
つ
ご
ん
せ
そ
ん
。
ゆ
い
ぐ
は
ん

　

せ
つ
し
。
ゆ
い
ぐ
は
ん
せ
つ
し
。
し
よ
い
し
や
が
。
ぜ
ゑ
む
し
ゆ
。

　

百
千
ま
ん
お
く
。
あ
そ
う
ぎ
し
ゆ
じ
や
う
。
ぞ
う
け
ん
し
よ
ぶ
つ
。 』（
38
オ
）

　

し
よ
こ
ん
み
や
う
り
。
ち
ゑ
み
や
う
れ
う
。
も
ん
ぶ
つ
し
よ
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せ
つ
。
そ
く
の
う
き
や
う
し
ん
。
に
じ
し
や
り
ほ
つ
。
よ
く
ぢ
う

　

せ
ん
し
ぎ
。
に
せ
つ
げ
ご
ん

△
ほ
う
わ
う
む
じ
や
う
そ
ん　

ゆ
い
せ
つ
ぐ
は
ん
も
つ
り
よ　

ぜ
ゑ

　

む
り
や
う
し
ゆ　

う
の
う
き
や
う
し
ん
し
や

△
ぶ
つ
ぶ
し
し
や
り
ほ
つ
。
に
や
く
せ
つ
ぜ
し
。
一
さ
い
せ
け
ん
。 

』（
38
ウ
）

　

て
ん
に
ん
あ
し
ゆ
ら
。
か
い
た
う
き
や
う
ぎ
。
ぞ
う
じ
や
う
ま
ん
び

　

く
。
し
や
う
つ
い
お
だ
い
き
や
う
。
に
じ
せ
そ
ん
。
ぢ
う
せ
つ

　

げ
ご
ん

△
し
し
ふ
し
ゆ
せ
つ　

が
ほ
う
め
う
な
ん
し　

し
よ
ぞ
う

　

じ
や
う
ま
ん
し
や　

も
ん
ひ
つ
ふ
き
や
う
し
ん

△
に
じ
し
や
り
ほ
つ
。
ぢ
う
び
や
く
ぶ
つ
ご
ん
せ
そ
ん
。
ゆ
い 

』（
39
オ
）

　

ぐ
は
ん
せ
つ
し
。
ゆ
い
ぐ
は
ん
せ
つ
し
。
こ
ん
し
ゑ
ち
う
。
に
よ
が
と
う

　

ひ
。
百
千
ま
ん
お
く
。
せ
ゝ
い
ぞ
う
。
じ
う
ぶ
つ
じ
ゆ
け
。
に
よ
し

　

に
ん
と
う
。
ひ
つ
の
う
き
や
う
し
ん
。
ぢ
や
う
や
あ
ん
を
ん
。
た

　

し
よ
ね
う
や
く
。
に
じ
し
や
り
ほ
つ
。
よ
く
ぢ
う
せ
ん
し
ぎ
。

　

に
せ
つ
げ
ご
ん

△
む
じ
や
う
り
や
う
そ
く
そ
ん　

ぐ
は
ん
せ
つ
だ
い
一
ほ
う　

が
ゐ 
』（
39
ウ
）

　

ぶ
つ
ち
や
う
し　

ゆ
い
す
い
ふ
ん
べ
つ
せ
つ　

ぜ
ゑ
む
り
や
う

　

し
ゆ　

の
う
き
や
う
し
ん
し
ほ
う　

ぶ
つ
い
ぞ
う
せ
　ゝ

け
う

　

け
に
よ
ぜ
と
う　

か
い
一
し
ん
が
つ
し
や
う　

よ
く
ち
や
う
じ
ゆ

　

ぶ
つ
ご　

が
と
う
千
二
百　

ぎ
う
よ
ぐ
ぶ
つ
し
や　

ぐ
は
ん

　

ゐ
し
し
ゆ
こ　

ゆ
い
す
い
ふ
ん
べ
つ
せ
つ　

ぜ
と
う
も
ん
し

　

ほ
う　

そ
く
し
や
う
だ
い
く
は
ん
ぎ 

』（
40
ウ
）

△
に
じ
せ
そ
ん
。
が
う
し
や
り
ほ
つ
。
に
よ
い
を
ん
ご
ん
み
し
や
う
。

　

き
と
く
ふ
せ
つ
。
に
よ
こ
ん
た
い
ち
や
う
。
ぜ
ん
し
ね
ん
し
。
ご

　

た
う
ゐ
に
よ
。
ふ
ん
べ
つ
げ
せ
つ
。
せ
つ
し
ご
じ
。
ゑ
ち
う
う

　

び
く
び
く
に
。
う
ば
そ
く
う
ば
い
。
五
せ
ん
に
ん
と
う
。
そ
く
じ
う

　

ざ
き
。
ら
い
ぶ
つ
に
た
い
。
し
よ
い
し
や
が
。
し
は
い
ざ
い
こ
ん
じ
ん

　

ぢ
う
。
ぎ
う
ぞ
う
じ
や
う
ま
ん
。
み
と
く
ゐ
と
く
。
み
せ
う
ゐ
せ
う
。 

』（
40
ウ
）

　

う
に
よ
し
し
つ
。
ぜ
い
ふ
ぢ
う
。
せ
そ
ん
も
く
ね
ん
。
に
ふ
せ
い

　

し
。
に
じ
ぶ
つ
が
う
。
し
や
り
ほ
つ
。
が
こ
ん
し
し
ゆ
。
む
ぶ
し
え
う
。

　

じ
ゆ
ん
う
で
う
じ
つ
。
し
や
り
ほ
つ
。
に
よ
ぜ
ぞ
う
じ
や
う
ま
ん
に
ん
。

　

た
い
や
く
け
い
い
。
に
よ
こ
ん
ぜ
ん
ち
や
う
。
た
う
ゐ
に
よ
せ
つ
。
し
や

　

り
ほ
つ
ご
ん
。
ゆ
い
ね
ん
せ
そ
ん
。
ぐ
は
ん
げ
う
よ
く
も
ん
。
ぶ
つ
が
う

　

し
や
り
ほ
つ
。
に
よ
ぜ
め
う
ほ
う
。
し
よ
ぶ
つ
に
よ
ら
い
。
じ 

』（
41
オ
）

　

な
い
せ
つ
し
。
に
よ
う
ど
ん
ば
つ
け
。
じ
一
げ
ん
に
。
し
や
り
ほ
つ
。

　

に
よ
と
う
た
う
し
ん
。
ぶ
つ
し
し
よ
せ
つ
。
ご
ん
ふ
こ
ま
う
。
し
や

　

り
ほ
つ
。
し
よ
ぶ
つ
ず
い
ぎ
。
せ
つ
ほ
う
。
い
し
ゆ
な
ん
げ
。
し
よ

　

い
し
や
が
。
が
い
む
し
ゆ
は
う
べ
ん
。
し
ゆ
〴
〵
ゐ
ん
え
ん
。
ひ
ゆ
ご
ん

　

じ
。
ゑ
ん
ぜ
つ
し
よ
ほ
う
。
ぜ
ほ
う
ひ
し
り
や
う
ふ
ん
べ
つ
。
し

　

し
よ
の
う
げ
。
ゆ
い
う
し
よ
ぶ
つ
。
な
い
の
う
ち
し
。
し
よ
い
し
や
が
。

 

』（
41
ウ
）

　

し
よ
ぶ
つ
せ
そ
ん
。
ゆ
い
い
一
だ
い
じ
。
ゐ
ん
え
ん
こ
。
し
ゆ
つ

　

げ
ん
お
せ
。
し
や
り
ほ
つ
。
う
ん
が
み
や
う
。
し
よ
ぶ
つ
せ
そ
ん
。

　

ゆ
い
い
一
だ
い
じ
。
ゐ
ん
え
ん
こ
。
し
ゆ
つ
げ
ん
お
せ
。
し
よ
ぶ
つ

　

せ
そ
ん
。
よ
く
り
や
う
し
ゆ
じ
や
う
。
か
い
ぶ
つ
ち
け
ん
。
し
と
く

　

し
や
う
〴
〵
こ
。
し
ゆ
つ
げ
ん
お
せ
。
よ
く
じ
し
ゆ
じ
よ
う
。
ぶ
つ

　

ち
け
ん
こ
。
し
ゆ
つ
げ
ん
お
せ
。
よ
く
り
や
う
し
ゆ
じ
や
う
。
ご 

』（
42
オ
）

　

ぶ
つ
ち
け
ん
こ
。
し
ゆ
つ
げ
ん
お
せ
。
よ
く
り
や
う
し
ゆ
じ
や
う
。

　

に
う
ぶ
つ
ち
け
ん
だ
う
こ
。
し
ゆ
つ
げ
ん
お
せ
。
し
や
り
ほ
つ
。
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ぜ
ゐ
し
よ
ぶ
つ
。
ゆ
い
い
一
だ
い
じ
ゐ
ん
ゑ
ん
こ
。
し
ゆ
つ
げ
ん

　

お
せ
。
ぶ
つ
が
う
し
や
り
ほ
つ
。
し
よ
ぶ
つ
に
よ
ら
い
。
た
ん
け
う

　

け
ぼ
さ
つ
。
し
よ
う
し
よ
さ
。
じ
や
う
ゐ
一
じ
。
ゆ
い
い
ぶ
つ
し

　

ち
け
ん
。
じ
ご
し
ゆ
じ
や
う
。
し
や
り
ほ
つ
。
に
よ
ら
い
た
ん
い
。 』（
42
ウ
）

　

一
ぶ
つ
ぜ
う
こ
。
ゐ
し
ゆ
じ
や
う
せ
つ
ほ
う
。
む
う
よ
ぜ
う
。

　

に
や
く
二
に
や
く
三
。
し
や
り
ほ
つ
。
一
さ
い
十
は
う
。
し
よ
ぶ
つ

　

ほ
う
や
く
に
よ
ぜ
。
し
や
り
ほ
つ
。
く
は
こ
し
よ
ぶ
つ
。
い
む
り
や
う

　

む
し
ゆ
は
う
べ
ん
。
し
ゆ
〴
〵
ゐ
ん
え
ん
。
ひ
ゆ
ご
ん
じ
。
に
ゐ
し
ゆ

　

じ
や
う
。
ゑ
ん
ぜ
つ
し
よ
ほ
う
。
ぜ
ほ
う
か
い
ゐ
。
一
ぶ
つ
ぜ
う
こ
。

　

せ
し
よ
し
ゆ
じ
や
う
。
じ
う
し
よ
ぶ
つ
も
ん
ぼ
う
。
く
き
や
う
か
い 

』（
43
オ
）

　

と
く
。
一
さ
い
し
ゆ
ち
。
し
や
り
ほ
つ
。
み
ら
い
し
よ
ぶ
つ
。
た
う

　

し
ゆ
つ
お
せ
。
や
く
い
む
り
や
う
。
む
し
ゆ
は
う
べ
ん
。
し
ゆ
〴
〵
ゐ　

　

ん
え
ん
。

　

ひ
ゆ
ご
ん
じ
。
に
ゐ
し
ゆ
じ
や
う
。
ゑ
ん
ぜ
つ
し
よ
ほ
う
。
ぜ
ほ
う

　

か
い
ゐ
。
一
ぶ
つ
せ
う
こ
。
ぜ
し
よ
し
ゆ
じ
や
う
。
じ
う
ぶ
つ
も
ん

　

ぼ
う
。
く
き
や
う
か
い
と
く
。
一
さ
い
し
ゆ
ち
。
し
や
り
ほ
つ
。
げ
ん

　

ざ
い
十
は
う
。
む
り
や
う
百
千
ま
ん
お
く
ぶ
つ
ど
ち
う
。
し
よ 
』（
43
ウ
）

　

ぶ
つ
せ
そ
ん
。
た
し
よ
ね
う
や
く
。
あ
ん
ら
く
し
ゆ
じ
や
う
。

　

じ
し
よ
ぶ
つ
。
や
く
い
む
り
や
う
。
む
し
ゆ
は
う
べ
ん
。
し
ゆ
〴
〵

　

ゐ
ん
え
ん
。
ひ
ゆ
ご
ん
じ
。
に
ゐ
し
ゆ
じ
や
う
。
ゑ
ん
ぜ
つ
し
よ
ほ
う
。

　

ぜ
ほ
う
か
い
ゐ
。
一
ぶ
つ
ぜ
う
こ
。
ぜ
し
よ
し
や
じ
や
う
。
じ
う

　

ぶ
つ
も
ん
ぼ
う
。
く
き
や
う
か
い
と
く
。
一
さ
い
し
ゆ
ち
。
し
や
り

　

ほ
つ
。
ぜ
し
よ
ぶ
つ
。
た
ん
け
う
け
ぼ
さ
つ
。
よ
く
い
ぶ
つ
し 

』（
44
オ
）

　

ち
け
ん
。
じ
し
ゆ
じ
や
う
こ
。
よ
く
い
ぶ
つ
し
ち
け
ん
。
ご
し
ゆ
じ
や
う

　

こ
。
よ
く
り
や
う
し
ゆ
じ
や
う
。
に
う
ぶ
つ
ち
け
ん
だ
う
こ
。
し
や
り

　

ほ
つ
。
が
こ
ん
や
く
ぶ
に
よ
ぜ
。
ち
し
よ
し
ゆ
じ
や
う
。
う
し
ゆ
〴
〵

　

よ
く
。
じ
ん
し
ん
し
よ
ぢ
や
く
。
ず
い
ご
ほ
ん
じ
や
う
。
い
し
ゆ
〴
〵
ゐ
ん

　

え
ん
。
ひ
ゆ
ご
ん
じ
。
は
う
べ
ん
り
き
こ
。
に
ゐ
せ
つ
ほ
う
。
し
や

　

り
ほ
つ
。
に
よ
し
か
い
ゐ
。
と
く
一
ぶ
つ
ぜ
う
。
一
さ
い
し
ゆ
ち
。 』（
44
ウ
）

　

こ
し
や
り
ほ
つ
。
十
は
う
せ
か
い
ち
う
。
し
や
う
む
二
ぜ
う
。

　

が
き
や
う
う
さ
ん
。
し
や
り
ほ
つ
。
し
よ
ぶ
つ
し
ゆ
つ
お
。
五
ぢ
よ
く

　

あ
く
せ
。
し
よ
ゐ
こ
う
ぢ
よ
く
。
ぼ
ん
な
う
ぢ
よ
く
。
し
ゆ
じ
や
う

　

ぢ
よ
く
。
け
ん
ぢ
よ
く
み
や
う
ぢ
よ
く
。
に
よ
ぜ
し
や
り
ほ
つ
。

　

こ
う
ぢ
よ
く
ら
ん
じ
。
し
ゆ
じ
や
う
く
ぢ
う
。
け
ん
ど
ん
し
つ
と
。

　

じ
や
う
じ
ゆ
し
よ
ふ
。
ぜ
ん
ご
ん
こ
。
し
よ
ぶ
つ
い
。
は
う
べ
ん
り
き
。

 

』（
45
オ
）

　

お
一
ぶ
つ
せ
う
。
ふ
ん
べ
つ
せ
つ
み
。
し
や
り
ほ
つ
。
に
や
く
が
で
し
。

　

じ
ゐ
あ
ら
か
ん
。
ひ
や
く
し
ぶ
つ
し
や
。
ふ
も
ん
ふ
ち
。
し
よ
ぶ
つ

　

に
よ
ら
い
。
た
ん
け
う
け
ぼ
さ
つ
じ
。
し
ひ
ふ
つ
で
し
。
ひ
あ
ら

　

か
ん
。
ひ
ひ
や
く
し
ぶ
つ
。
う
し
や
り
ほ
つ
。
ぜ
し
よ
び
く
。
び
く
に
。

　

じ
ゐ
い
と
く
あ
ら
か
ん
。
ぜ
さ
い
ご
し
ん
。
く
き
や
う
ね
は
ん
。
べ
ん

　

ふ
ぶ
し
。
ぐ
あ
の
く
た
ら
。
三
み
や
く
三
ぼ
だ
い
。
た
う
ち
し 

』（
45
ウ
）

　

は
い
。
か
い
ぜ
ぞ
う
じ
や
う
ま
ん
に
ん
。
し
よ
い
し
や
が
。
に
や
く
う

　

び
く
。
じ
つ
と
く
あ
ら
か
ん
。
に
や
く
ふ
し
ん
し
ほ
う
。
む
う
ぜ

　

し
よ
。
ぢ
よ
ぶ
つ
め
つ
ど
ご
。
げ
ん
ぜ
ん
む
ぶ
つ
。
し
よ
い
し
や
が
。

　

ぶ
つ
め
つ
ど
ご
。
に
ょ
ぜ
と
う
き
や
う
。
じ
ゆ
ぢ
ど
く
じ
ゆ
。
げ
ご

　

ぎ
し
や
。
ぜ
に
ん
な
ん
と
く
。
に
や
く
ぐ
よ
ぶ
つ
。
お
し
ほ
う
ち
う
。

　

べ
ん
と
く
け
つ
り
や
う
。
し
や
り
ほ
つ
。
に
よ
と
う
た
う
。
一
し
ん 

』（
46
オ
）

　

し
ん
げ
。
じ
ゆ
ぢ
ぶ
つ
ご
。
し
よ
ぶ
つ
に
よ
ら
い
。
ご
ん
ふ
こ
ま
う
。

　

む
う
よ
ぜ
う
。
ゆ
い
一
ぶ
つ
ぜ
う
。
に
じ
せ
そ
ん
。
よ
く
ぢ
う
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せ
ん
し
ぎ
。
に
せ
つ
げ
ご
ん
。

△
く
び
く
に　

う
ゑ
ぞ
う
じ
や
う
ま
ん　

う
ば
そ
く
が

　

ま
ん　

う
ば
い
ふ
し
ん　

に
よ
ぜ
四
し
ゆ
と
う　

ご
し
ゆ
う

　

五
千　

ふ
じ
け
ん
ご
く
は　

お
か
い
う
け
つ
ろ　

ご
し
や
く 

』（
46
ウ
）

　

ご
け
し　

ぜ
せ
う
ち
い
じ
ゆ
つ　

し
ゆ
ぢ
う
し
さ
う
か
う

　

ぶ
つ
ゐ
と
く
こ
く　

し
に
ん
せ
ん
ふ
く
と
く　

ふ
か
ん
じ
ゆ
ぜ

　

ほ
う　

し
し
ゆ
む
し
え
う　

ゆ
い
う
し
よ
で
う
じ
つ　

し
や

　

り
ほ
つ
ぜ
ん
ち
や
う　

し
よ
ぶ
つ
し
よ
と
く
ほ
う　

む
り
や
う

　

は
う
べ
ん
り
き　

に
ゐ
し
ゆ
じ
や
う
せ
つ　

し
ゆ
じ
や
う
し
ん

　

し
よ
ね
ん 

し
ゆ
〴
〵
し
よ
ぎ
や
う
だ
う 

に
や
く
か
ん
し
よ
よ
く 

』（
47
オ
）

　

し
や
う　

ぜ
ん
ぜ
ぜ
ん
あ
く
ご
う　

ぶ
つ
し
つ
ち
ぜ
い　

い
し
よ

　

え
ん
ひ
ゆ　

ご
ん
じ
は
う
べ
ん
り
き　

り
や
う
い
つ
さ
い
く
は
ん

　

ぎ　

わ
く
せ
つ
し
ゆ
た
ら　

か
だ
ぎ
う
ほ
ん
じ　

ほ
ん
じ
や
う

　

み
ぞ
う
う　

や
く
せ
つ
お
ゐ
ん
え
ん　

ひ
ゆ
び
や
う
ぎ
や

　

う
ば
だ
い
し
や
き
や
う　

ど
ん
ご
ん
げ
う
せ
う
ぼ
う　

と
ん
ぢ
や
く

　

お
し
や
う
じ　

お
し
よ
む
り
や
う
ぶ
つ　

ふ
ぎ
や
う
じ
ん
め
う 

』（
47
ウ
）

　

だ
う　

し
ゆ
く
し
よ
な
う
ら
ん　

ゐ
ぜ
せ
つ
ね
は
ん

　

か
せ
つ
ぜ
は
う
べ
ん　
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